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フィルムセンターの概要 

  １．目的 

      フィルムセンターは、昭和２７年の近代美術館開館当初にフィルム・ライブラリーとして発足した。その文化的、芸術

的、歴史的価値に鑑みて、映画についても美術館の対象領域と位置付けられたものである。 

      フィルムセンターは、同種の施設が皆無であることもあり、映画に関する総合的な歴史博物館として映画フィルムや

映画の関連資料を可能なかぎり網羅的に収集、保管、公開し、我が国の映画文化全般にわたって中枢的な研究・

普及機関としての役割を担っている。 

      発足した当時は、美術展に関連した美術映画を週１、２回程度上映するとともに、主に劇映画フィルムの収集を

行っていた。昭和３７年にフランスとの交換映画祭を開催したことを契機に、以後諸外国との交換映画祭が活発に開

催されるようになり、上映活動も１日１回程度に拡充された。また、同時に諸外国で開催される映画祭での日本映

画上映のためにフィルム収集が活発に行われるようになった。 

      その後、昭和４２年から３年間、戦後ＧＨＱに接収された可燃性の日本映画の返還が行われ、これの不燃化作

業が実施されることで、所蔵映画フィルムの充実が図られた。昭和４４年の美術館の移転に伴い、昭和４５年にはフィ

ルム・ライブラリー業務の拡充と上映施設及び映画に関する展示室が整備されてフィルムセンターとして開館した。昭

和６１年に映画フィルム専用の保存施設が神奈川県相模原市に設置された。平成７年には旧施設の全面改築に

よって施設規模も拡充し、収集・保存・上映事業も充実して、今日に至っている。 

 

２．土地・建物 

    （１）フィルムセンター 

        建面積          ７２７㎡ 

        延べ面積      ６，９１２㎡ 

        展示面積        ３４３㎡ 

        収蔵庫面積     ３４１㎡ 

    （２）フィルムセンター相模原分館 

        建面積       １，３１１㎡ 

        延べ面積    ４，３４４㎡ 

        保存庫面積  ２，０２２㎡ 

 

３．定員                   １１人 

 

  ４．予算      ９５５，４９０，０００円  
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ⅠⅠ  業業務務運運営営のの効効率率化化にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置  

中期計画 

１ 職員の意識改革を図るとともに、収蔵品の安全性の確保及び入館者へのサービスの向上を考慮しつつ、運営費交付

金を充当して行う事業については、国において実施されている行政コストの効率化を踏まえ、業務の効率化を進め、中

期目標の期間中、毎事業年度につき新規に追加される業務、拡充業務分等を除き１％の業務の効率化を図る。 

（１） 各美術館の共通的な事務の一元化による業務の効率化 

（２） 省エネルギー、廃棄物減量化、リサイクルの推進、ペーパレス化の推進 

（３） 講堂・セミナー室等を積極的に活用するなど施設の有効利用の推進 

（４） 外部委託の推進 

（５） 事務のＯＡ化の推進 

（６） 連絡システムの構築等による事務の効率化 

（７） 積極的な一般競争入札を導入 

２  外部有識者も含めた事業評価の在り方について適宜、検討を行いつつ、年１回程度事業評価を実施し、その結果

は組織、事務、事業等の改善に反映させる。また、研修等を通じて職員の理解促進、意識や取り組みの改善を図っ

ていく。 

 

○実  績 

１．業務の一元化 

   本部において、これまで行っている一元化に加え、情報公開制度の共通的な事務を一元化した。 

２．省エネルギー等（リサイクル） 

（１）光熱水量 

①フィルムセンター 

        光熱水量（料）の節約・効率化は、毎年度推進している。平成１７年度は、昨年度より季節の寒暖の差が緩

やかだったため、空調設備への負荷が少なく電気量は減少したが、企画上映等の日数及び回数の増加により、

結果として、水道量が増加した。 

ア.電気 使用量1,025,820kwh(昨年度比99.84％)  料金20,348,986円(昨年度比98.38％) 

イ.水道 使用量4,083m３ (昨年度比112.35％)    料金2,364,833円(昨年度比114.20％) 

    ②相模原分館 

電気量については、最大需要電力のピークを抑えることにより契約電力を下げて基本料金を減額し、電気量

も減少したが、単価の上昇により料金が僅かに増額した。また、水道料も僅かに増加した。 

ア.電気 使用量1,149,654kwh(昨年度比98.41％) 料金15,652,177円(昨年度比101.68％) 

イ.水道 使用量160m３ (昨年度比101.26％)      料金30,035円(昨年度比101.81％) 

（２）廃棄物処理量 

        一般廃棄物量及び処理料が減少した要因は、節約努力により、新聞・雑誌・段ボールなどの別途に収集が

必要となる廃棄物を減少させたことによる。 

        また、産業廃棄物量及び処理料が減少した要因は、昨年度より寄贈フィルム本数が減少したことに伴う、廃

棄フィルム缶の減少によるものである。 

    ①フィルムセンター 

        ア．一般廃棄物11,700Kg(昨年度比 92.56％) 料金234,990円(昨年度比79.42％) 

        イ．産業廃棄物13,700Kg(昨年度比 66.92％) 料金364,117円(昨年度比70.11％) 

    ②相模原分館 

        ア．一般廃棄物    - Kg(昨年度比  － ％)  料金    －  円(昨年度比   － ％) 

        イ．産業廃棄物  2,670Kg(昨年度比 45.48％)  料金 167,674円(昨年度比 59.32％) 

（３）その他  古紙の再利用、ＯＡ機器用のトナーカートリッジのリサイクルによる再生使用。 

３．施設の有効利用 

（１）小ホール 

小ホールについて、フィルムセンターの事業に差し支えない範囲で外部への貸付けを行った。 

小ホールの利用率  ２５．４８％ （９３日／３６５日） 
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フィルムセンター事業 ９２日（企画上映等４７日、特別映写観覧３８日、国立新美術館設立準備室３日、そ

の他４日） 

外部への貸付け  １０日（建物使用８日、文化庁２日） 

重複日        ９日 

（２）会議室 

フィルムセンターの事業に差し支えない範囲で外部への貸付けを行った。 

会議室の利用率  ４９．５９％ （１８１日／３６５日） 

フィルムセンター事業 １７４日 （フィルムセンター２７日、国立新美術館設立準備室１４７日） 

外部への貸付け    ２９日 （建物使用２２日、文化庁７日） 

重複日          ２２日 

（３）相模原分館 

相模原分館映写ホールの利用率  ２．１９％（８日／３６５日） 

フィルムセンター事業  ８日（小中学生向け上映会２日、特別映写観覧６日） 

４．外部委託 

（１）清掃業務                      （２）機械設備等維持及び運転管理業務 

（３）受付、出札、警備等の会場管理業務     （４）小・大ホールの映写業務 

（５）夜間及び休館日の機械警備業務        （６）その他、設備関係のメンテナンス業務 

５．ＯＡ化 

  館内ＬＡＮの整備状況 

    フィルムセンター事務室、映写室、図書室、収蔵庫等の館内ＬＡＮ及び相模原分館とのデジタル専用回線を利用

した通信を整備しており、職員へパソコンを各１台配置し、館内、相模原分館及び東京国立近代美術館本館等に

電子メールによる事務連絡等を行った。 

     ・紙の使用量  Ａ４判  ２２０，０００枚（昨年度比  ９８．８７％） 

                   Ａ３判   １０，５００枚（昨年度比 １１１．６６％） 

                   Ｂ４判    ３，０００枚（昨年度比  １７．１４％） 

                   Ｂ５判      ５００枚（昨年度比   ５．００％） 

６．一般競争入札 

    映画フィルムの購入契約は、著作権者との契約による購入となるため、競争入札では入手できない。 

    そのほかは東京国立近代美術館に含まれる。 

７．評議員会、外部評価委員会 

（１）評議員会 

    ①開催回数  ２回 

    ②議事内容 

      第１回：平成１７年６月３０日(木) 

           平成１６年度事業実績報告、平成１７年度事業実績経過報告（４月～６月）及び「安部コレクション」に

ついての報告、意見交換。 

      第２回：平成１８年３月２日(水)  

           平成１７年度事業実績経過報告、ＦＩＡＦ「東京会議２００７」及びフィルムセンター独立について経過報

告、平成１８年度事業実施計画について協議、意見交換。 

８．その他  

    １階「映画の広場」に普及広報用の大型ディスプレイを設置した。 

   ７階展示室の映像設備を改良更新した。 

１階「映画の広場」に自動販売機（飲料）を設置した。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

１階厨房スペースを改装することにより、２部屋の個室を設置し、会場管理控室内に設置していた救護スペースを独

立した救護室として利用できるようにした。 

空調設備の自動制御を監視する中央監視装置は、竣工後、約１２年が経過したため、機器の信頼性の低下及び今
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後の保守部品対応の不安要素をなくすために更新を行い、インターネット網を利用した遠隔監視サービス等にも対応させ

た。この更新により、自動制御機器の更新を随時実施出来る環境となり、長期的なビル管理の視点からランニングコスト

の削減になる。 

また、消防訓練の実施により、消防用設備の使用方法等について、職員に周知した。 

【見直し又は改善を要する点】 

大ホールの温湿度の調整は、季節の変わり目に行う空調システムの冷暖切替えを早めに実施したほか、稼働時間を

毎日の天候にあわせて早めるなどホール内の環境の安定化を図っている。平成１７年度は、より細密な温・湿度管理が

要求されるピアノの伴奏付き特別企画上映に際し、手動操作による頻繁な空調設備の調整を行った。今後、より快適

な環境を確保するために、設備の改修及び改善を視野に調査していく必要がある。 

また、上映事業等の多様化に対応するため、観覧者の導線及び避難誘導等を円滑に行うための館内サインなどを全

般的に見直していく必要がある。 

相模原分館映写ホールについては、活用を図るための検討を継続していく必要がある。 

【計画を達成するため障害となっている点】 

経年劣化に対処していくために設備の更新等が必要となってくるが、設備機器が、屋上スペース又は地下３階の電気

室などに密集して設置されているため、撤去・設置のコストがかさむほか、施工期間中の事業中断等が懸念される。 

入館者数の増減、温暖化による気候変化の増大や原油高の影響等による料金改定などは、それを正確に把握する

ことが困難である。 

相模原分館ホールについては、活用を図るための検討を継続しているが、立地条件と限られた人員での運営とにより、

外部との連携等の活用のための方策を見出すことが難しい状況である。 
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ⅡⅡ    国国民民にに対対ししてて提提供供すするるササーービビススそそのの他他のの業業務務のの質質のの向向上上にに関関すするる目目標標をを達達成成すするる

たためめににととるるべべきき措措置置  

１．収集・保管 

（１）美術作品の収集（購入・寄贈・寄託）の状況 

中期計画 

（１）-１ 体系的・通史的にバランスのとれた収蔵品の蓄積を図る観点から、次に掲げる各館の収集方針に沿って、外

部有識者の意見等を踏まえ、適時適切な収集を図る。また、そのための情報収集を行う。 

（東京国立近代美術館） 

  近・現代の絵画・水彩・素描、版画、彫刻、写真等の作品、工芸作品、デザイン作品、映画フィルム等を収集する。

美術・工芸に関してはコレクションにより近代美術全般の歴史的な常設展示が可能となるように、歴史的価値を有す

る作品・資料を収集する。 

また、映画フィルム等については、残存するフィルムを可能な限り収集するとともに積極的に復元を図る。 

（１）-２ 収蔵品の体系的・通史的なバランスの観点から欠けている分野を中心に、寄贈・寄託品の受入れを推進する

とともに、その積極的活用を図る。 
 

○方  針 

フィルムセンターは、東京国立近代美術館の映画部門であるが、その収集方針については、芸術的評価を第一義

とする選択的なアート・ミュージアム・ポリシーよりも、我が国唯一の国立映画機関として映画の歴史をまるごと集積させ

ることを努力目標に掲げるアーカイバル・ポリシーを重視しており、機関設置以来、年代、製作国及びフォーマットなどを

問わず、あらゆる映画フィルムを収集している。中でも、日本映画については、最優先で網羅的な収集を目指している

が、この方針は各国のナショナル・フィルム・アーカイブが自国映画遺産の安全保護と次世代への確実な継承に責任を

負うべきだという国際フィルム・アーカイブ連盟（ＦＩＡＦ）の精神にも合致している。 

また、映画というメディアの歴史的な性格を考慮し、化学的な経年劣化や劣悪な環境に置かれていたための分解・

腐朽が懸念されるフィルム、廃棄・滅失等による散逸が懸念されるフィルムを優先して安全保護する一方、文化的、

歴史的、美学的に重要なフィルム、国内外で残存が判明した作品も積極的に収集することとしている。 

上映事業との関連では、とりわけ企画上映に必要となるフィルム、国際交流に必要な作品などのプリント作成を優

先的に行っている。 

フィルムセンターには、ネガフィルムのみ収蔵している映画作品が数多くあるが、上映企画に合わせてそれらをポジフィ

ルムに複製する必要がある。とりわけ平成１７年度は「ドイツ・オーストリア映画名作選」のために多くのポジを作成した。

また、近年海外のフィルム・アーカイブや映画祭からフィルムセンターに対して日本映画フィルムの貸与依頼が増加し

ているため、平成１７年度は英語字幕付の日本映画プリントを積極的に作成した。 

映画関連資料については、日本で刊行された映画関連の図書、雑誌のほか、日本映画を中心に作品に関連する

三大資料であるシナリオ、ポスター、スチル写真の網羅的な収集を目指している。その他、製作にまつわるものから配給

興行に関係する宣伝資料、技術資料まで多岐にわたる資料があり、国内に同種機関が少ないこともあって、映画会

社、関連団体、コレクターから寄贈の希望が多く寄せられている。これらについても、可能な限り受入れを行い、資料の

散逸を防ぐことを目指している。 

 

○実  績 

１．映画フィルム 

購入等         ４７６本 

寄  贈       １，５３２本 

 

２．映画関連資料 

寄  贈    ２件   ５９，５５９点 （図書資料を除く） 

 

３．陳列品購入費  予算額３４７，１４６，０００円    決算額３６２，４６４，２７６円  
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○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

平成１７年度は、各社からの購入、所蔵フィルムの不燃化や複製、寄贈等によって２，００８本を新たに収蔵した。

映画の種別として、日本劇映画、日本文化・記録映画、アニメーション映画、外国映画等、偏りなく着実に収蔵本数

を増やすことが出来た。、特に日本文化・記録映画について、昨年と同様１，０００本を超える作品を収蔵した。 

主に日本文化・記録映画の製作者に呼びかけている原版寄贈について、平成１７年度は、株式会社徳間書店、

株式会社日映科学映画製作所等の企業や団体からの寄贈手続きを完了した。大手映画製作会社からの劇映画

の原版寄託については、平成１７年度も寄託契約の更新を行うとともに、日本放送協会、有限会社天遊等の企業や

団体、斎藤武子氏等個人から、可燃性原版を含む貴重な日本劇映画及び文化・記録映画の寄贈を受けた。ま

た、ＦＩＡＦ加盟機関であるミュンヘン映画博物館との交換寄贈により、ドイツ映画『巨人ゴーレム』（１９２０）を収集し

た。 

購入については、企画上映等のために、未収蔵であったポジプリント及びデュープネガを購入したほか、共催企画とな

ったニューヨーク近代美術館及びポルデノーネ無声映画祭の日本映画特集、東京フィルメックスの中川信夫監督特集

のために、英語字幕付フィルムの購入や所蔵フィルムの複製化を行った。また、プラネット映画資料図書館、株式会社

日本映画新社、株式会社マツダ映画社等が所有する貴重な日本劇映画及び文化・記録映画の可燃性原版から、

不燃化したデュープネガ及びポジプリントの購入を行った。 

収蔵するネガフィルムから新たにポジフィルムを作成することも平成１７年度の課題であり、１１１本の作品についてポ

ジを作成し、収蔵した。特に企画上映「ＮＦＣ所蔵外国映画選集 ドイツ・オーストリア映画名作選」のために、４０本

の上映用ポジを作成した。さらに、平成１７年度にあらたに復元・上映を行った『キリストの一生』（１９２３）や『東洋の

秘密』（１９２８）のフィルムは、フィルムセンターが収蔵するプリントが世界で唯一の（または最良の）素材であり、資料的

価値の高いプリントである。 

また、積極的な収集を目指した英語字幕付日本映画のプリントについては、２２作品の所蔵フィルムに新たに英語

字幕を付したほか、２１作品の英語字幕付日本映画のポジを購入した。 

映画関連資料については、故御園京平氏の旧蔵資料「みそのコレクション」５９，２１０点（図書資料を含めると６

０，１４６点）の寄贈受入れを終えた。御園京平氏は国内有数の映画資料コレクターであり、とりわけポスター、写真、

プログラム（劇場番組表）のコレクションは国内最大級とみなされている（ポスターの大部分は１９９５年に寄贈済み）。

今回の寄贈では、戦前日本映画に関わるスチル写真、ブロマイドのコレクションを充実させることができた。また、従来フ

ィルムセンターが所蔵する戦前の常設館プログラムは数百点を数えるのみであったが、１万５千点以上にも及ぶ資料を

一括で受入れたことにより、コレクションの基礎を作ることができた。 

【見直し又は改善を要する点】 

平成１７年度に受入れた映画フィルムの数は、長年にわたる手続きが完了した昨年度に比して購入等が４８２本

減、寄贈が５，４５２本の減となったが、英語字幕付プリントを含む企画上映等のための購入及び不燃化、複製化は

増加している。そのため、原版フィルムの所在確認と的確な発注計画のための調査、所蔵フィルムの状態確認等修

理・復元と連動した作業、及び字幕監修の作業等には、これまで以上の時間と労力を要する。さらに、効率的な収納

を行うためのフィルムのつなぎ替え等の仕様変更に携わる作業やフィルム編集機等の機材の保守、及びフィルムの出入

庫や館内での移動を管理する作業については、効率的な態勢づくりが必要である。 

映画関連資料については、大量寄贈手続きが完了したり、展示計画の拡充など公開事業に柔軟な対応ができた

反面、新規寄贈資料の整理、手続きなどでは目立った成果を上げることができなかった。 

なお、昨年度同様、平成１７年度も映画機材など大型資料の寄贈が相次いでいるため、保管場所の確保につい

て引き続き検討が必要である。 

【計画を達成するために障害となっている点】 

ここ数年の大量寄贈や寄託等により、平成１７年度末までにフィルム保存庫の収納率はすでに６０％を超えており、

保存庫の増築についての議論が必要である。また、大手製作会社、独立系製作会社にかかわらず、今後とも原版の

所在確認と収集を計画的に行うことが重要である。製作年が比較的新しい映画フィルムについては、興行との関係

や、いわゆる「製作委員会」方式の増加によって、著作権者の確認や了解を得るための事務処理が複雑化しているこ

と等の理由により、購入できない場合が多く課題となっている。製作者以外が所有している映画フィルムについては、国

内外の同種機関等との情報ネットワークをより緊密にする必要がある。 

映画関連資料については、国内に専門機関が限られているため、フィルムセンターに寄せられる寄贈の件数、数量
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も増加の一途をたどっているが、今後は受け入れ体制の強化が必要である。 

平成１７年度は現像所や字幕製作会社などの業務撤退が相次いぎ、それに伴って機材等の寄贈申し出が増加し

た。映画専門機関のみならず科学技術系資料館なども映画機械の収集には積極的でないため、フィルムセンターとし

ては受入れに可能な限り柔軟に対応したが、整理作業は今後の課題となっている。また、それらの保管場所確保も検

討する必要がある。 

＊添付資料  

①収集した映画フィルム件数の推移（事業実績統計表 p.1） 

②購入・寄贈映画フィルムの一覧（事業実績統計表 p.19） 
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（２）保管の状況 

中期計画 

（２）-１ 国民共有の貴重な財産である文化財を永く後世へ伝えるとともに、展示等の美術館活動の充実を図る観点か

ら、収蔵品を適切な環境で管理・保存する。また、保存体制の整備・充実を図る。 

（２）-２ 環境整備及び管理技術の向上に努めるとともに、展示作品の防災対策の推進・充実を図る。 
 

○実  績 

１．温湿度 

（１）フィルムセンター 

①展覧会場 

     空調実施時間   ９：３０～２１：３０（ただし、土・日・月曜日は９：３０～１８：３０） 

     温度  ２２℃±２℃（ただし、夏季は２４℃±２℃）  湿度  ５０％±５％ 

     ※原則として設定された温・湿度で管理を行ったが、外気温度との差により入館者のために最高２５℃までを許容

温度とした。 

     ※２４時間空調が望ましいが、経費等を考慮して入館時間のみの運転時間とした。 

②収蔵庫 

    空調実施時間  １０：００～２０：００（ただし、土・日・月曜日は１０：００～１８：３０） 

    温度  ２３℃±２℃  湿度  ５５％±５％ 

※収蔵庫は地下３階に位置し、庫内の出入りがない場合は殆ど温・湿度に変化が生じないため、設備管理要

員がいる間のみの運転とした。 

（２）相模原分館 

①収蔵庫 

    空調実施時間  ２４時間 

（地下１階保存庫） 温度１０℃±２℃  湿度４０％±５％ 

（地下２階保存庫） 温度  ５℃±２℃  湿度４０％±５％ 

（特別保存庫）    温度  ２℃±２℃  湿度３５％±５％ 

２．照明 

フィルムセンター７階展示室内のポスター、スチル写真等は１００ルックスを上限とするとともに入館者の有無を自動的

に感知して照明の起動が行われるように設定し、作品への影響の低減化及び省エネルギー化を行った。 

３．空気汚染 

空調熱源に関しては、全て電気で賄っているため、施設設備からの空気汚染は発生しなかった。 

また、施設内については、「建築物の衛生的環境の確保に関する法律」に基づき空気環境測定を実施した。 

４．防災 

（１）フィルムセンター収蔵庫の消火設備は二酸化炭素消火設備を設置。 

（２）相模原分館保存庫の消火設備はハロゲンガス消火設備を設置。 

５．防犯 

（１）フィルムセンターは、各階毎の機械警備（昼夜）の導入により、防犯を実施。 

（２）相模原分館は、各棟毎に機械警備（昼夜）の導入により、防犯を実施。 

６．収蔵スペースの確保について 

昨年度に、相模原分館に隣接する旧淵野辺キャンプの跡地の利用について、相模原市に対し要望を提出した。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み 

映画フィルムは化学的に脆弱なため、専用の保存庫を備えるフィルムセンター相模原分館において２４時間、恒温恒

湿の状態で保存している。具体的には、寄託映画フィルムを中心とした地下１階は室温１０℃±２℃、相対湿度４０％

±５％に設定し、原版フィルムを含む所蔵映画フィルムの収納庫がある地下２階は室温５℃±２℃、湿度４０％±５％

に設定して保存している。また、アセテート・ベースのフィルムに顕著な劣化現象である「ビネガー・シンドローム」に侵された

フィルムについては、独立の空調設備を備え、室温２℃±２℃、湿度３５％±５％に設定された専用室において保存して
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いるため、フィルム素材の所蔵品については、問題ないと考えている。 

また、相模原分館からのフィルムの出入庫に関しては、外気温度との格差による結露等を防止するため、ならし室で所

要日数（季節により、２～４日）を調整の上で搬出している。フィルムセンターと相模原分館との間のフィルム運送について

は、保存庫と同様に１缶ずつ収納できる棚を設けたキャスター付きの台車（１台当たり２，０００フィート缶４０缶収納）を、

美術品専用車両で運搬している。 

映画関連資料のうち、ポスターやスチル写真など主に紙資料は専用の収蔵庫で保管している（室温２０℃、相対湿度

５０％）。また、スチル写真のガラス乾板（ネガ）については、昨年度、相模原分館のフィルム保存庫内の専用のスペースを

確保して保管している。 

【見直し又は改善を要する点】 

素材が化学的に脆弱なフィルムは、定期的・集中的な保存調査が望ましいとされているが、ここ数年、新収蔵作品数

の増加に伴う検査業務に追われ、恒常的、遡及的な保存調査の実施が困難な状況が続いている。引き続き、この点に

関して体制整備を行っていく必要がある。 

映画関連資料については、その大部分は、フィルムセンターにある温湿度の管理された専用の収蔵庫内で管理してい

るが、昨年度同様に新収蔵資料数の増加が著しいため、スペースの確保が問題となっている。また、撮影機や映写機な

どの技術資料は、相模原分館内の空きスペースに保管しているのが現状で、長期的保存のためには専用のスペースを確

保することが必要である。 
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（３）修理の状況 

中期計画 

（３）-１ 修理、保存処理を要する収蔵品等については、保存科学の専門家等との連携の下、修理、保存処理計画を

たて、各館の修理施設等において以下のとおり実施する。 

① 緊急に修理を必要とする収蔵品のうち、緊急性の高いものから各分野ごとに計画的に修理を実施。 

② 伝統的な修理技術とともに科学的な保存技術を取り入れて実施。 

（３）-２ 国内外の博物館等の修理、保存処理の充実に寄与する。 
 

○保存／復元の方針と内容 

全ての映画フィルムを保存対象とするという基本方針の下でフィルムセンターは保存活動を実施しているが、近年、映

画関係の業界でも、その認識が高まってきている。とりわけ近年はフィルムからデジタル媒体への急速な移行の中で、フィル

ム原版の保存とその保存活動を行うフィルムセンターの役割がますます重要となっている。できるだけオリジナルに近いフィル

ム素材を収集し、専門知識に基づいてその内容や物理的状態を調査し、適正な条件の下に保存するという一連の業務

が映画保存の根幹だが、その次の段階として、損傷した素材から視聴可能な素材を作り出す作業（復元）にも積極的に

取り組んでいる。フィルムセンター所蔵の可燃性フィルムを不燃化した例は９３本であり、その中には日本の劇映画、記録

映画などのほか、戦前に日本で公開され、本国では既に失われている世界的にも貴重なドイツ映画が数多く含まれてい

る。また、これまで３年にわたり映画フィルムのデジタル復元に取り組んできたが、平成１７年度は新たな試みとして映画音

声のデジタル復元に本格的に着手した。音をデジタル化し、様々なソフトウェアを用いてノイズ除去などの処理を行い、再

びフィルムに焼付けるものであり、４９本について実施した。１９３０年代に作られた９．５㎜や１６㎜のフィルムと、それに合

わせて再生するＳＰレコードのコレクションの一括寄贈を受けたことから、画・音ともにデジタル処理を施して最終的にフィル

ムに焼付けるというデジタル復元を『茶目子の一日』、『黒ニャゴ』の２作品について行った。 

 

○実  績 

１．映画フィルム洗浄          ６作品（所要経費：２９０，９８５円） 

映画フィルムデジタル復元    ２作品（所要経費：２，７６６，７４１円） 

   （『茶目子の一日』（１９３１、西倉喜代治監督）、『黒ニャゴ』（１９２９、大藤信郎監督）の２作品） 

２．修理の記録 

    洗浄を実施した映画フィルムに関しては、所蔵作品データベース上へ記録を行った。 

３．修理費    予算額１２１，５３１，０００円  決算額１０６，３９９，６４６円 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

フィルムセンターにおける「収蔵品の修復」とは、映画フィルムの「修復・復元」を意味する。これは、１本しか所蔵してい

ないプリント、もしくは状態の不安定なプリントから、ネガ、マスター等の保存用フィルムを作成し、そこから上映用プリントを

複製するものであり、現像会社の技術者との緊密な協力の下に、フィルムの化学的な側面と映画作品の内容的な側面

を精査しつつ行っている。また、修復・復元に当たっては、近年技術発達の著しいデジタル技術を修復作品の特性に応じ

て有効に活用している。 

映画フィルムの洗浄は、映写時においてフィルムの走行を円滑にするために塗布されるワックスを除去する作業を意味す

る。ワックスはフィルム上のしみや劣化を促進する原因となるため、フィルム保存上、重要な作業である。フィルムセンターで

は企画上映等のたびにフィルム検査を行い、必要に応じて現像会社へ洗浄の発注を行っている。 

【見直し又は改善を要する点】 

映画フィルムの洗浄の全収蔵フィルムに対しての実施は、量的にも経費的にも困難なため、今後は収蔵フィルムの中で

優先順位を決定した上で、計画的に実施していく必要がある。 

デジタル技術を活用した修復・復元技術については、まだ実験的な点が多く、今後とも調査検討を重ねる必要がある

が、併せてデジタル媒体での保存についても調査することが重要と考える。 

【計画を達成するために障害となっている点】 

所蔵フィルムのデジタル媒体への複製（ＤＶＤ化など）は、特にニュース映画、文化・記録映画などの活用のためには有

効な手段であり、著作権保護期間が満了しているものを中心に行っているが、我が国の映画界では「パブリック・ドメイン」
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という認識が成熟していないため、ＤＶＤ等によって積極的な活用を図るに当たっては、権利関係を綿密に追跡調査した

上で、旧著作権者との合意を慎重に形成する必要がある。そうした権利問題を専門的に調査する人員を確保できない

ことが大きな障害となっている。 

＊添付資料  

 ①修理した映画フィルム件数の推移（事業実績統計表 p.３） 

 ②修理した映画フィルムの一覧（事業実績統計表 p.41） 
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２．公衆への観覧 
 
（１）展覧会・企画上映等の状況 
中期計画 

（１）-１ 国民のニーズ、学術的動向等を踏まえ、各館において魅力ある質の高い常設展・企画展や企画上映を実施す

る。 

（１）-２ 常設展においては、国立美術館の各館の特色を十分に発揮したものとするとともに、最新の研究結果を基に、

美術に関する理解の促進に寄与する展示を実施する。 

（１）-３ 企画展等においては、積年の研究成果の発表や時機に合わせた展示を企画し、学術水準の向上に寄与する

とともに、国民のニーズに対応した展示を実施する。企画展等の開催回数は概ね以下のとおりとする。なお、実施に当

たっては、国内外の美術館及びその他の関連施設と連携を図るとともに、国際文化交流の推進に配慮する。 

（東京国立近代美術館） 

  フィルムセンター  年５～６番組程度 

（１）-４ 展覧会を開催するに当たっては、開催目的、期待する成果、学術的意義を明確にし、専門家等からの意見を

聞くとともに、入館者に対するアンケート調査を実施、そのニーズや満足度を分析し、それらを展覧会に反映させることに

より、常に魅力あるものとなるよう努力する。 

（１）-５ 各館の連携による共同企画展、巡回展等の実施について検討し推進する。 

（１）-６ 収蔵品の効果的活用、地方における鑑賞機会の充実を図る観点から、全国の公私立美術館等と連携協力

して、地方巡回展を実施する。 

なお、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の入館者数となるよう努める。 

また、公立文化施設等と連携協力して、収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施する。 

（２） 収蔵品については、その保存状況を勘案しつつ、国内外の美術館・博物館その他これに類する施設に対し、貸与

等を積極的に推進する。 

（３） 入館者数については、各館で行う展覧会ごとに、その開催目的、想定する対象層、実施内容、学術的意義、良

好な観覧環境、広報活動、過去の入館者数の状況等を踏まえて目標を設定し、その達成に努める。 
 

○実  績（総括表） 

１．上映会  １１番組（中期計画記載回数：年５～６番組） 

（１）企画上映（特別企画上映） 

①「生誕百年特集 映画監督 稲垣浩」 

②「生誕百年特集 映画監督 豊田四郎」 

③「発掘された映画たち２００５」 

④「生誕百年特集 映画監督 成瀬巳喜男」 

⑤「生誕百年特集 映画監督 斎藤寅二郎と野村浩将」 

⑥「日韓友情年２００５ 韓国リアリズム映画の開拓者 兪賢穆監督特集」 

⑦「シネマの冒険 闇と音楽 生誕百年の監督たち」 

⑧「松竹創業１１０周年記念 松竹映画探索 １９６０－７０年代」 

⑨「日本におけるドイツ ２００５／２００６ ＮＦＣ所蔵外国映画選集 ドイツ・オーストリア映画名作選」 

（２）共催上映 

①「ポーランド映画、昨日と今日」 

②「第６回東京フィルメックス 特集上映 生誕百年特集 映画監督 中川信夫 ～地獄のアルチザン～」 

２．展覧会  ３回 

①「尾上松之助と時代劇スターの系譜」展 

（併設：「展覧会 映画遺産－東京国立近代美術館フィルムセンター・コレクションより」展） 

②「ポーランドの映画ポスター」展 

    （併設：「展覧会 映画遺産－東京国立近代美術館フィルムセンター・コレクションより」展） 

③「松竹創業１１０周年記念 松竹と映画」展 

    （併設：「展覧会 映画遺産－東京国立近代美術館フィルムセンター・コレクションより」展） 

３．特別展示 
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「『浮雲』再現セット」（４，７６４人） 

４．入館者数  １３８，７８７人（目標入館者数１１０，０００人／当初計画１０３，５００人） 

（１）上映会 １２８，３６５人 

    （対昨年度実績比１４１．１３％、目標入館者数９８，５００人／当初計画９１，０００人） 

    （昨年度実績／入館者数：９０，８６５人、上映日数：２８４日、上映回数：６１８回） 

※目標入館者数は、過去の同種企画上映の１回当たりの平均入館者数を参考として開催回数を乗じて算出。 

（２）展覧会 １０，４２２人 

（対昨年度実績比８０．８６％、目標入館者数１１，５００人／当初計画１２，５００人） 

    （昨年度実績／入館者数：１２，８８９人、開催日数：２８４日） 

※目標入館者数は、過去の同種展覧会の１日当たりの平均入館者数を参考として開催日数を乗じて算出。 

５．優秀映画鑑賞推進事業  １８３会場（目標会場数１３０会場以上） 

６．地方における共催上映  ２件 

○コミュニティシネマ支援センターによる成瀬巳喜男監督作品巡回事業 

「成瀬巳喜男生誕１００年記念 映画監督成瀬巳喜男 レトロスペクティヴ 巡回事業」 

平成１７年１０月９日～１２月１７日、平成１８年１月９日～３月１９日 

成瀬巳喜男監督の生誕百年を記念して、全国の公共上映施設を巡回する上記事業に共催し、所蔵プリント

４本を提供したほか、上映カタログを発行した。 

７．海外における共催上映  ２件 

○ニューヨーク近代美術館における日本映画名作選 

「Early Autumn: Masterworks of Japanese Cinema from the National Film Center, Tokyo」 

平成１７年９月１４日～平成１８年１月１８日 

新たに英語字幕を付した多数のプリントを含む日本映画の名作５２本を提供し、大規模な上映会を共同開催し

た。作品選定の段階からフィルムセンターが全面的に関わり、上映に際してはフィルムセンターが編集するカタログを刊

行するとともに、開幕時及び期間中に研究員が現地に渡って作品紹介を実施した。この企画のために作成された英

語字幕付きプリントは、今後フィルムセンターが行う日本の古典映画の海外普及に役立てたい。 

○ポルデノーネ無声映画祭における日本映画特集 

「Light from the East: Celebrating Japanese Cinema」 

平成１７年１０月７日～平成１７年１０月１６日 

成瀬巳喜男監督の生誕百年と松竹創業１１０周年を記念し、松竹株式会社の全面的な協力を得て、松竹作

品を中心とする英語字幕付きの無声映画２２作品を提供し、２００１年の同映画祭での日本映画特集に続く上映

会を実施した。この共催が好評を受けたことが、パシフィック・フィルム・アーカイヴ（米国）やシネマテーク・フランセーズ（フ

ランス）への上映へとつながった。 

８．上映会開催経費  予算額８５，０４３，１６４円    決算額７７，９４０，９６９円 

９．特記事項 

上映スケジュールの策定は、フィルムセンター所蔵作品を基に行っているが、年度開始後、映画製作会社から新た

に購入した作品を上映計画に追加して実施することで、その内容の充実を図ることができる。 

平成１７年度は、稲垣稲垣浩、成瀬巳喜男、斎藤寅二郎及び野村浩将の各監督の作品を追加購入したこと

により、それぞれの企画上映の１日当たりの上映回数を増やすなど企画の内容を充実した。 

また、特別企画上映「シネマの冒険 闇と音楽」では、ドイツ映画のピアノ伴奏付き上映を予定していたが、企画

内容の見直しやピアニストの招聘日程の都合から、上映企画「ＮＦＣ所蔵外国映画選集 ドイツ・オーストリア映画

名作選」の会期中に実施することとした。このため両企画の会期を変更した。 

共催上映「ポーランド映画、昨日と今日」は、２００５年日本国際博覧会「愛・地球博」ポーランド館を出展したポ

ーランド商工会議所から平成１７年度独立行政法人国立美術館年度計画策定後に打診があり、ポーランド商工

会議所と共催とすることで実現した企画であり、展示企画「ポーランドの映画ポスター」は、この上映企画の実施に伴

い新たに計画して実施した。 

上映企画「松竹映画探索 １９６０－７０年代」と展示企画「松竹と映画」については、松竹との共同開催の予定

だったが分離開催となったため、開催上映・展示日数を変更した。なお、結果として、「松竹映画探索 １９６０－７

０年代」の上映期間及び「松竹と映画」の展示期間の短縮された分を、企画上映「ポーランド映画、昨日と今日」及

び展示企画「ポーランドの映画ポスター」で補った。 
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以上のことにより、全体として、当初の上映・展示の目標入館者数１０３，５００人より６，５００人増加した１１０，

０００人を目標入館者数とした。 

 

目標入館者数変更企画一覧表 

上映企画名 
当初目標 

入館者数 

変更目標 

入館者数 
差 変更理由 

【上映】   

生誕百年特集 映画監督 稲垣

浩 

１２，０００人 １４，０００人 ＋２，０００人 上映回数の増 

生誕百年特集 映画監督 成瀬

巳喜男 

２０，５００人 ２５，５００人 ＋５，０００人 上映回数の増 

生誕百年特集 映画監督 斎藤

寅二郎と野村浩将 

４，５００人 ６，０００人 ＋１，５００人 上映回数の増 

シネマの冒険 闇と音楽 生誕百

年の監督たち 

３，０００人 ２，０００人 －１，０００人 上映計画の見直しに伴

う会期変更 

日本におけるドイツ２００５／２００

６ ＮＦＣ所蔵外国映画選集 ドイ

ツ・オーストリア映画名作選 

１６，０００人 １８，０００人 ＋２，０００人 上映計画の見直しに伴

う会期変更 

ポーランド映画、昨日と今日 （未計画） ２，０００人 ＋２，０００人 新規に開催し、結果的

に「松竹映画探索」の会

期縮小分を補う 

松竹創業１１０周年記念 松竹映

画探索 １９６０－７０年代 

９，０００人 ５，０００人 －４，０００人 自主企画への変更によ

る会期縮小 

小計 ＋７，５００人  

【展示】     

ポーランドの映画ポスター （未計画） １，５００人 ＋１，５００人 新規に開催し、結果的

に「松竹と映画」展の会

期縮小分を補う 

松竹創業１１０周年記念 松竹と

映画 

５，５００人 ３，０００人 －２，５００人 自主企画への変更によ

る会期縮小 

小計 －１，０００人  

合計【上映＋展示】 ＋６，５００人   
 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

 フィルムセンターの上映企画には、フィルム・アーカイブとしての特質を活かして所蔵フィルムを有効に活用しながら、無声

映画と戦後映画、日本映画と外国映画といった“古今東西”のバランスや、監督・製作国・時代・ジャンル・スタッフなどと

いった切り口、外部との共同開催の取り組みなど、様々な視点を勘案した多彩さが求められる。さらに、フィルム・アーカイ

ブの上映企画としても世界的水準を目指し、発掘・復元された映画や生演奏を付した無声映画の上映にも積極的に取

り組んでいる。 

平成１７年度は日本映画の多くの重要な監督が生誕百年を迎え、この好機を捉えて「生誕百年特集」シリーズを設

定し、該当する６監督の特集を上映計画の中心に据えた。海外展開に主眼を置いた中川信夫監督特集を除いて、各

規模（上映日数・回数など）は従前の当該監督のどの上映会も上回るものとなった。ジャンル面からも時代劇・文芸映

画・メロドラマ・喜劇・怪談映画という多様な映画が紹介され、鑑賞者にとって満足度の高い番組を実現できたと考える。

また、収集・復元事業の最新成果を紹介する「発掘された映画たち」、現在と過去のポーランド映画を組み合わせた

特集、韓国の巨匠・兪賢穆監督の日本初の本格的な特集、上記の生誕百年の監督の無声映画をピアノやアンサンブ

ルの伴奏付きという希有な環境で鑑賞できる特集、松竹映画の１９６０年代から１９７０年代を新視点で呈示した特集、

戦前期のドイツ・オーストリアの名作集など、内外の秀作を紹介するこれら企画は世界映画史の多面的な姿を提示でき

たと考える。このうちポーランド特集と松竹特集は小ホールで実施したもので、今後の小ホールの活用による上映回数増
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加の試みとなった。また、昨年度から試行している１日３回の上映については、平成１７年度は全上映日、土曜・日曜・

祝日のみ、平日のみ、の３パターンで試みた。 

展示は、尾上松之助や松竹に関する資料展のほか、ポーランド映画ポスターの美術展を開催して、多様性をもたせる

ことができた。また、生誕百年記念の企画上映「映画監督 成瀬巳喜男」では、成瀬監督の代表作『浮雲』（１９５５）の

撮影セットの再現展示を行い、観覧者の好評を博した。 

【見直し又は改善を要する点】 

平成１７年度は、豊田四郎監督特集や成瀬巳喜男監督特集、ドイツ・オーストリア映画特集が連日の盛況を見せ、

年間入館者数が目標入館者数を大きく上回った。その一方で、個別に見ると、知名度の比較的低い内容の特集では、

入館者数に関して予想外の伸び悩みとなった。具体的には、中川信夫監督特集について入館者数が目標入館者数に

届かなかったほか、兪賢穆監督特集及び伴奏付き無声映画の特集など通常より高い料金設定をした企画で入館者数

が目標入館者数を下回っており、今後は特別企画及び共催企画の入場料について、値下げの検討も必要である。 

また、フィルムセンターでは、歴史的に評価の定まった作品のレパートリー的な上映に偏ることなく、引き続き、他の機関

では実現困難な、芸術的、歴史的、文化的に優れた企画に取り組むとともに、嗜好の異なる多様な観客層を想定し、

年間を通して広く国民に親しまれる番組編成を目指していきたい。これらの番組の周知、観覧者の確保のためには、情

報戦略の重要性はますます高まっており、今後、企画内容に応じて広報の差別化を図っていきたい。 

展覧会については、年度計画の変更により後半期、１回の企画あたりの準備期間を十分にとることができなかった。展

示品の調査から解説の執筆、会場レイアウトまで余裕を持たせ、内容の充実に努めたい。 

＊添付資料  

①入館者数の推移 （事業実績統計表 p.4） 

②入場料収入の推移 （事業実績統計表 p.7） 
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企画上映「生誕百年特集 映画監督 稲垣浩」 
 

○方  針 

豪快な作風のスター映画によって高い人気を誇ってきた稲垣浩監督（１９０５－８０）は、２００５年に生誕１００年を迎

えた。この機会をとらえ、同監督が生涯に遺した作品を通じてその仕事を総合的に振り返る企画である。 

 

○実  績 

１．開催期間    平成１７年４月５日～平成１７年５月２２日（４２日間／１００回） 

２．会    場    東京国立近代美術館フィルムセンター２階大ホール 

３．共 催 等    なし 

４．上映作品数  ５３作品／４７プログラム（１プログラム２～３回上映）：延１００回上映 

５．入館者数    １４，４４２人（１回平均１４４人）（目標入館者数１４，０００人／当初計画１２，０００人） 

（一般５７．４１％ シニア２９．１６％ 学生４．０１％ 小人０．０３％ 無料９．３９％） 

６．入場料金    一般５００円、高校・大学生・シニア３００円、小・中学生１００円 

７．入場料収入  ５，５８３，０００円 

８．担当した研究員数  ３人 

９．上映会の内容 

片岡千恵蔵プロの時代劇監督としてデビューを果たし、無声映画からトーキーへの移行に順応して才能を開花させた

稲垣監督は、明朗かつ知的な時代劇の作り手として評価を確立し、その後日本映画史の古典の地位を占める『無法松

の一生』（１９４３）や子どもの心を描いた繊細な秀作『手をつなぐ子等』（１９４８）、そして１９５０年代以降には東宝撮影

所で数々のヒット大作を発表している。この企画は、時代ごとにこうした特徴的な作品を生み出してきた同監督の映画人

生全体に目を配り、これまでの同監督特集でも殆ど紹介されなかった終戦前後期の作品の上映を実現した。フィルムセン

ターは、同監督の一周忌に当たる１９８１年に当時としては最大規模の同監督特集を開催したが、今回の上映作品数

はその時の約２倍に当たる５３作品となった。また、「NFCニューズレター」の誌面で稲垣監督の子息であるキャメラマン稲垣

涌三氏へのインタビューを実施したことも新たな試みとなった。 

１０．講演会等  なし 

１１．広報     ・印刷物（ＮＦＣカレンダー４２，０００部）の生涯学習施設等への配付、プレスリリースの発送による新

聞・雑誌等への働きかけ。 

・ホームページ、ＮＦＣメールマガジン（個人会員向け）での働きかけ。 

１２．上映会関連新聞・雑誌記事等 

日本経済新聞（２００５年３月１４日）「生誕百年の監督特集」 

公明新聞（２００５年３月１８日）「稲垣浩生誕百年」 

しんぶん赤旗（２００５年３月３１日）「生誕百年特集 映画監督 稲垣浩」 

協同組合通信（２００５年３月３１日）「生誕百年特集 映画監督 稲垣浩」 

朝日新聞（２００５年４月７日）「生誕百年特集 稲垣浩」 

週刊文春（２００５年４月７日）「生誕百年特集 稲垣浩」 

毎日新聞（２００５年５月１９日）「生誕百年特集 稲垣浩」 

Ｗｅｂ掲載：１件 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年５月１７日～平成１７年５月２２日（６日間） 

②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  １９２件（母集団１４，４４２件）有効回答数１８０件 

④アンケート結果   ・良い９１．１％（１６４件）・普通６．７％（１２件）・悪い２．２％（４件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

  生誕百年を迎える稲垣監督の業績を紹介するに当たり、５３作品というこれまでにない規模の企画を実現したことは、

フィルム・アーカイブとしてのフィルムセンターの力を示したものと言える。『海を渡る祭禮』（１９４１、部分）や『狼火は上海に

揚る』（１９４４）といった近年の発掘フィルムを上映作品に加えたことや、これまでの同監督特集では殆ど紹介されていない
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終戦前後期の作品を新たに収集し上映できたことは、フィルム収集と上映企画の連携の成功を意味している。 

また、「NFC ニューズレター」で稲垣監督の子息であるキャメラマン稲垣涌三氏へのインタビューを実施したことや、早稲

田大学所蔵「稲垣浩文庫」に関する研究（冨田美香氏）を掲載したことは、新たな稲垣浩像の創造に貢献した。 

【見直し又は改善を要する点】 

  企画内容が映画上映のみに限られ、昨今の上映界の趨勢であるイベント性に欠けたきらいがある。今後は作品の理

解に資するトークショーなど、上映に関連するイベントを充実させる必要がある。また、同監督作品の中でも上映権所有

者からプリントを入手できない作品があるため、引き続き購入の可能性につき交渉を続ける。 

作品の大半は時代劇であったが、時代劇離れが進む昨今、この種の企画の広報にはより一層の工夫を凝らしたい。 
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企画上映「生誕百年特集 映画監督 豊田四郎」 
 

○方  針 

数々の芳醇な文芸映画を送り出し、日本映画の艶やかな表現に貢献した監督・豊田四郎（１９０５－７７）の生誕１

００年を祝して、現存する作品を上映してその業績を総合的に振返る企画である。 

 

○実  績 

１．開催期間    平成１７年５月３１日～平成１７年７月１７日（４２日間／８４回） 

２．会    場    東京国立近代美術館フィルムセンター２階大ホール 

３．共 催 等    なし 

４．上映作品数  ４２作品／４２プログラム（１プログラム２回上映）：延８４回上映 

５．入館者数    １８，５８２人（１回平均２２１人）（目標入館者数１２，０００人） 

（一般５６．５８％ シニア３１．２９％ 学生３．２７％ 小人０．０３％ 無料８．８３％） 

６．入場料金    一般５００円、高校・大学生・シニア３００円、小・中学生１００円 

７．入場料収入  ７，１８３，９００円 

８．担当した研究員数  ３人 

９．上映会の内容 

鋭い人間観察、きめの細かい演技指導を通じて、希代の演出家として不動の評価を確立した豊田監督は、石坂洋

次郎原作の『若い人』（１９３７）を大ヒットさせた後も、著名な文学を映画化する才能と真摯なヒューマニズムの視点が評

価され、戦後も長きにわたって日本の文芸映画路線を担う巨匠として活躍を続けた。最高傑作といわれる織田作之助

原作の『夫婦善哉』（１９５５）のほか、永井荷風、志賀直哉、川端康成から坂口安吾、谷崎潤一郎、井伏鱒二まで、

名だたる文豪の話題作を映画化したが、この企画では現在まで残存する映画のうち『せきれいの曲』（１９５１）や『花のれ

ん』（１９５９）などの新規収蔵作品を含む４２作品を上映し、三回忌に当たる１９７９年に２６作品を上映した同監督の

特集をしのぐ規模となった。また、「NFCニューズレター」誌上で、映画史家・田中眞澄氏と映画学研究者・藤井仁子氏に

よる、それぞれ新視点の監督論を発表するよう依頼し、高い名声に比して評伝・作品研究書が存在しないなど、比較的

関連文献の少ないこの巨匠に関する研究を深めることができた。 

１０．講演会等  なし 

１１．広報     ・印刷物（ＮＦＣカレンダー４２，０００部）の生涯学習施設等への配付、プレスリリースの発送による新

聞・雑誌等への働きかけ。 

・ホームページ、ＮＦＣメールマガジン（個人会員向け）での働きかけ。 

１２．上映会関連新聞・雑誌記事等 

朝日新聞（２００５年５月１９日））「生誕百年特集 映画監督 豊田四郎」 

公明新聞（２００５年５月２０日）「映画監督 豊田四郎」 

しんぶん赤旗（２００５年５月２６日）「映画監督 豊田四郎」 

ＴＨＥ ＪＡＰＡＮ ＴＩＭＥＳ（２００５年５月２７日）「ＤＩＲＥＣＴＯＲ‘Ｓ ＦＥＳＴＩＶＡＬ Ｔｏｙｏｄａ Ｃｅｎｔｅｎａｒｙ」  

文化庁月報（２００５年６月号）「生誕百年特集 映画監督 豊田四郎」（岡田秀則） 

毎日新聞（２００５年７月２６日）「脚本家の栄光」（松田真） 

Ｗｅｂ掲載：３件 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年７月１２日～平成１７年７月１７日（６日間） 

②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  ２０８件（母集団１８，５８２件）有効回答数１９５件 

④アンケート結果   ・良い９３．３％（１８２件）・普通６．２％（１２件）・悪い０．５％（１件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

現存作品の８０％以上の本数を上映するという生誕百年を飾るにふさわしい規模で豊田監督の業績を振り返ることが

できた。こうした規模の拡大の背景としては、製作会社から新規購入したプリントの存在もあるが、２００３年に復元作業

を終えた戦前期の話題作『冬の宿』（１９３８）がこのように監督特集の枠組みで再上映されるなど、日常的なアーカイブ
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活動の成果も確実に反映されている。 

また、「NFC ニューズレター」誌上で、映画史家・田中眞澄氏と映画学研究者・藤井仁子氏が執筆したそれぞれ新視

点の監督論は、この映画作家にまつわる最新の研究であり、学術的研究の必ずしも進んでいないこの監督の映画史にお

ける位置の理解を促すことができた。 

【見直し又は改善を要する点】 

「生誕百年特集 映画監督 稲垣浩」と同様の問題であるが、企画内容が映画上映のみに限られ、昨今の上映界の

趨勢であるイベント性に欠けたきらいがある。今後は作品の理解に資するトークショーなど、上映に関連するイベントを充

実させる必要がある。また、一部作品は上映権所有者からプリントを借用したほか、同監督作品の中でもプリントを入手

できない作品があるため、引き続き購入の可能性につき交渉を続ける。 

内容的に文芸映画が多いが、こうしたジャンルの紹介には、日本文学との関係を広報に活かす等の工夫も行いたい。
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企画上映「発掘された映画たち２００５」 
 

○方  針 

「発掘された映画たち」は、近年フィルムセンターが新たに発掘または復元したフィルムを上映するシリーズ企画である。５

回目となる今回は、デジタル復元作品を含む多彩なフィルムを上映することで、文化遺産としての映画という認識がより普

及することを目指した。 

 

○実  績 

１．開催期間    平成１７年７月１９日～平成１７年８月１８日（２７日間／５４回） 

２．会    場    東京国立近代美術館フィルムセンター２階大ホール 

３．共 催 等    なし 

４．上映作品数  ５６作品／２７プログラム（１プログラム２回上映）：延５４回上映 

５．入館者数    ９，７２６人（１回平均１８０人）（目標入館者数７，５００人） 

（一般６０．１１％ シニア２３．５９％ 学生７．０７％ 小人０．０９％ 無料９．１４％） 

６．入場料金    一般５００円、高校・大学生・シニア３００円、小・中学生１００円 

７．入場料収入  ３，８１８，５００円 

８．担当した研究員数  ３人 

９．上映会の内容 

上映された５６作品は、ロシアのゴスフィルモフォンドが収蔵していた戦前・戦中期の日本映画の発掘作品に加え、ドイ

ツ、オーストリア、フィンランド、中国など世界各国のフィルム・アーカイブや、国内各地で発見された作品からなっている。そ

の中には、戦時下の上海で製作された『萬世流芳』(１９４３)、そして作曲家・貴志康一がドイツで製作した『鏡』(１９３３)

と『春』(１９３４)など、これまで日本で現存が確認されていなかった映画史的に貴重な作品も含まれており、また、染色フィ

ルムとしても重要な日活版『関東大震災』（１９２３）や、我が国独自のカラー・システム「コニカラー・システム」を復元した

『赤い陣羽織』(１９５８)といった映画技術史上のトピックとなる作品も上映した。さらに、アジア初の長篇アニメ『鉄扇公

主』(１９４１)の日本語吹替版と人気漫画『サザエさん』の初映画化版(１９４８)は、漫画やアニメーションの研究者などに

注目された。その他、国際的評価が高まっている清水宏監督の３作品や、デジタル復元活動の成果として『新・平家物

語』（１９５５）などを上映した。日本の実験映画の先駆けとなった『銀輪』（１９５５）の上映に際しては映画監督・松本俊

夫氏のトークショーも実施した。 

１０．講演会等  松本俊夫氏（映画監督）のトークショー（８月１８日） 

１１．広報     ・印刷物（ＮＦＣカレンダー４２，０００部）の生涯学習施設等への配付、プレスリリースの発送による新

聞・雑誌等への働きかけ。 

・ホームページ、ＮＦＣメールマガジン（個人会員向け）での働きかけ。 

・テレビ・ラジオの報道番組への情報提供。各上映作品の関係者への情報提供。 

１２．上映会関連新聞・雑誌記事等 

東京新聞（２００５年６月２４日）「映画は復元したけれど」（嵐寛ファン） 

朝日新聞（２００５年６月２５日）「銀幕の李香欄よみがえる」 

神奈川新聞（２００５年７月１日）「よみがえる幻の映像」 

毎日新聞（２００５年７月５日）「発掘された映画たち」 

産経新聞（２００５年７月１５日）「時代が薫る お宝映像」（松本明子） 

読売新聞（２００５年７月１５日）「幻の作品 一堂に」（山根貞男） 

日本経済新聞（２００５年７月２４日）「実験映像『銀輪』」（松本／宝） 

文化庁月報（２００５年７月号）「発掘された映画たち２００５」（板倉史明） 

芸術新潮（２００５年７月号）「古くて新しい 発掘された映画を見逃すな」 

読売新聞（２００５年８月６日）「快傑ハヤブサ」 

朝日新聞（２００５年８月２３日）「あだ花に終わらぬ『満映』」（隈元信一） 

東京人№２２１（２００５年１２月）「昨今、日本映画発掘情報」（田中真澄） 

   Ｗｅｂ掲載：１３件 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年８月１６日～平成１７年８月１８日（３日間） 
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②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  １１８件（母集団９，７２６件）有効回答数１０８件 

④アンケート結果   ・良い８７．０％（９４件）・普通１０．２％（１１件）・悪い２．８％（３件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

本企画は話題性のある作品を数多く上映したため、テレビ、ラジオ、雑誌、新聞など、多くのメディアが注目することとな

り、フィルムセンターの基盤的な活動であるフィルムの収集・復元・研究事業の成果を多くの人々に周知することができた。

特に、李香蘭（山口淑子）主演の『萬世流芳』や、戦前の夭折の作曲家・貴志康一がドイツで製作した『鏡』と『春』、そ

して関東大震災直後の惨状を克明に撮影した日活版『関東大震災』の上映には多くの入館者があった。また、８月１８

日には、長い間失われていたと思われていた『銀輪』の上映後に、松本俊夫監督による『銀輪』の製作過程などの興味深

い話題によるトークショーを開催した。 

さらに、フィルムセンターが角川映画株式会社と共同で初めて取り組み、褪色したカラーフィルムから鮮明な色彩を再現

したデジタル復元版の『新・平家物語』(溝口健二監督)を上映し、好評を博した。 

アジア初の長篇アニメ『鉄扇公主』の日本語吹替版（『西遊記 鐡扇公主の巻』）と、長谷川町子原作の人気漫画

『サザエさん』の初映画化作品は、映画ファンだけでなく、漫画・アニメーション研究者や愛好家に注目された。 

【見直し又は改善を要する点】 

本企画の中でもっとも注目された『萬世流芳』は、テレビ、雑誌、新聞などで大きく取り上げられた。そのため計２回の上

映では定員を超える入場者が来館し、映画を見られない状況となった。今後は、希望者数の想定に見合った回数の上

映を計画すること、また後日アンコール上映を行うなどの対応を考えていきたい。 
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企画上映「生誕百年特集 映画監督 成瀬巳喜男」 

 

○方  針 

２００５年に生誕百年を迎えた日本の映画監督を顕彰する企画上映のひとつとして、世界的な評価を得ている成瀬

巳喜男監督（１９０５－６９）の作品群を上映した。長年フィルム上映のできなかった作品を加えた大規模の回顧上映を

実施することで、稀代の映画芸術家の全体像の把握を試みたものである。 

 

○実  績 

１．開催期間    平成１７年８月２０日～平成１７年１０月３０日（６１日間／１８１回） 

２．会    場    東京国立近代美術館フィルムセンター２階大ホール 

３．共 催 等    なし 

４．上映作品数  ６１作品／５７プログラム（１プログラム３～４回上映）：延１８１回上映 

５．入館者数    ４１，９８２人（１回平均２３２人）（目標入館者数２５，５００人／当初計画２０，５００人） 

（一般６５．７５％ シニア２２．２９％ 学生５．７２％ 小人０．０１％ 無料６．２３％） 

６．入場料金    一般５００円、高校・大学生・シニア３００円、小・中学生１００円 

７．入場料収入  １７，３２９，８００円 

８．担当した研究員数  ４人 

９．上映会の内容 

１９３０年に監督デビューを果たした成瀬巳喜男は、生涯に９０本近い作品を監督したが、本企画では現存する最古

の作品『腰辨頑張れ』(１９３１)から１９６７年の遺作『乱れ雲』まで計６１作品を上映した。これまで上映する機会の少な

かった松竹蒲田撮影所時代の無声作品５本や、東宝の前身であるＰ．Ｃ．Ｌ．映画製作所の作品群、さらに、一部分で

はあるが、戦時下に監督した『上海の月』(１９４１)や『勝利の日まで』（１９４５）というフィルムセンターにしか収蔵していない

作品も上映した。戦後の作品では、『めし』（１９５１）、『浮雲』(１９５５)、『放浪記』(１９６２)、『乱れる』（１９６４）をはじ

め、成瀬監督の殆どの代表作を網羅することで、成瀬作品の特質を検証した。なお、特別企画として「成瀬巳喜男シン

ポジウム」を開催し、ドキュメンタリー映画の上映と当時のスタッフによるトークを通じて、成瀬監督や作品にまつわる背景を

明らかにすることができた。 

１０．講演会等  実施回数計１回（年度計画記載回数：講演会１回）、参加人数計３１０人 

・「特別企画 成瀬巳喜男シンポジウム」（平成１７年８月２０日、大ホール）  

１１．広報     ・印刷物（ＮＦＣカレンダー４２，０００部）の生涯学習施設等への配付、プレスリリースの発送による新

聞・雑誌等への働きかけ。 

           ・ホームページ、ＮＦＣメールマガジン（個人会員向け）での働きかけ。 

           ・衛星放送（ＮＨＫ-ＢＳ）の成瀬監督作品放映の広報番組、成瀬監督関連ドキュメンタリー番組にお

ける紹介。 

１２．上映会関連新聞・雑誌記事等 

産経新聞（２００５年５月１８日）「『ささいな出来事』の魅力」（山根貞男） 

週刊文春（２００５年６月９日）「女優で綴る成瀬巳喜男の世界」（山根貞男） 

東京新聞（２００５年８月１６日）「成瀬巳喜男監督を特集」（路） 

文化庁月報（２００５年８月号）「生誕百年特集 映画監督 成瀬巳喜男」（岡田秀則） 

日本経済新聞（２００５年９月１２日）「成瀬巳喜男監督特集『風化していく原風景』」（宇田川幸洋） 

思想運動（２００５年９月１５日）「成瀬作品の“映画の可能性”が今ふたたび」（遠藤裕二） 

芸術新潮（２００５年９月号）「この秋はフィルムセンターで成瀬にはまる」 

ＳＴＵＤＩＯ ＶＯＩＣＥ（２００５年９月号）「成瀬巳喜男は偉大な映画作家である」（北小路隆志） 

東京新聞（２００５年１０月１８日）「成瀬映画礼賛」（山下柚実） 

ＣＧ ＷＯＲＬＤ（２００５年１０月号）「生誕百年記念特集 映画監督成瀬巳喜男」 

Ｗｅｂ掲載：２件 

テレビ放映：２件（ＮＨＫ－ＢＳ） 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年１０月２５日～平成１７年１０月３０日（６日間） 



 

 

                                                              (フィルムセンター) 25

②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  ３３８件（母集団４１，９８２件）有効回答数３２７件 

④アンケート結果   ・良い９７．６％（３１９件）・普通２．１％（７件）・悪い０．３％（１件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

生誕百年を迎えた成瀬監督については、各メディアが特集を組むなど大きく取り上げられていたため、本企画に対する

注目度は極めて高かった。結果として、満席になる上映回が複数発生し、目標入館者数を大幅に上回る入館者数を

記録した。また、代表作だけでなく、フィルムセンターしか保持していない珍しい作品や一部分しか残っていない作品でも多

くの入館者数を記録したことにより、このような作品の上映意義を改めて確認することができたので、今後の上映企画作り

に活かしていきたい。 

また、本企画の初日である８月２０日に開催したシンポジウムには、定員を上回る入場希望者が来館した。開催を成

瀬監督の生誕日に設定したことも、話題作りや入館者数の増加に貢献したと考える。 

【見直し又は改善を要する点】 

最終的な上映作品リストの決定時期が、映画会社との出品交渉などの事情で遅れてしまった。そのため、他の企画に

比べると広報活動を開始する時期が若干遅れてしまう結果となった。結果としては遅れたための悪影響はなかったが、今

後は広報活動が充分に実施できる時期に上映作品を決定していきたい。 
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企画上映「生誕百年特集 映画監督 斎藤寅二郎と野村浩将」 

 

○方  針 

生誕百年を迎えた日本の映画監督を顕彰する連続企画のひとつである。喜劇映画を得意とした斎藤寅二郎監督（１

９０５－８２）と、『愛染かつら』（１９３８）などのメロドラマ作家として一時代を築いた野村浩将監督（１９０５－７９）の作品

群を計２８本上映することを通じて、喜劇とメロドラマという娯楽映画の二大ジャンルを探究し、そこに通底する共通点を

明らかにすることを目指した。 

 

○実  績 

１．開催期間    平成１７年１１月１日～平成１７年１１月１８日（１６日間／４３回） 

２．会    場    東京国立近代美術館フィルムセンター２階大ホール 

３．共 催 等    なし 

４．上映作品数  ２８作品／２２プログラム（１プログラム１～２回上映）：延４３回上映 

５．入館者数    ６，０４５人（１回平均１４１人）（目標入館者数６，０００人／当初計画４，５００人） 

（一般５６．５８％ シニア２９．３８％ 学生２．６８％ 小人０％ 無料１１．３６％） 

６．入場料金    一般５００円、高校・大学生・シニア３００円、小・中学生１００円 

７．入場料収入  ２，２９１，４００円 

８．担当した研究員数  ３人 

９．上映会の内容 

斎藤監督作品については、１４作品を上映した。作品選定に当たっては、『エノケンの法界坊』（１９３８）や『東京五人

男』(１９４５)といった代表作のほか、これまで上映機会の少なかった『突貫驛長』（１９４５）や『花吹雪 御存知七人男』

（１９５４）なども上映した。さらに、近年「映画保存協会」が発見した無声映画『モダン怪談１００，０００，０００円』（１９２

９）や、『のど自慢狂時代』（１９４９）、『青空天使』（１９５０）などの復元作品も上映することで、アーカイブでの上映として

の特性を色濃く出した。 

野村監督作品については、１９８６年の松竹蒲田撮影所特集の際に７作品を上映したが、今回は新たな収蔵作品を

加えて１３作品を上映した。野村監督の代表作は『人妻椿』（１９３６）や『愛染かつら』などの女性を主人公とするメロドラ

マであるが、今回はその他にも、初期のヒット作である「与太者」シリーズ４本や、上映機会の少ない『舞台姿』(１９４０)も

紹介した。 

１０．講演会等  なし 

１１．広報     ・印刷物（ＮＦＣカレンダー４２，０００部）の生涯学習施設等への配付、プレスリリースの発送による新

聞・雑誌等への働きかけ。 

           ・ホームページ、ＮＦＣメールマガジン（個人会員向け）での働きかけ。 

           ・『モダン怪談１００，０００，０００円』を復元した映画保存協会を通じての広報。 

１２．上映会関連新聞・雑誌記事等 

文化庁月報（２００５年９月号）「生誕百年特集 映画監督 斎藤寅二郎と野村浩将」（板倉史明） 

読売新聞（２００５年１０月２１日）「斉藤寅次郎と野村浩将の特集上映会」 

しんぶん赤旗（２００５年１０月２７日）「生誕百年 斉藤寅次郎と野村浩将」 

朝日新聞（２００５年１０月２８日）「生誕百年 映画監督 斉藤寅次郎と野村浩将」 

東京新聞（２００５年１１月１日）「生誕百年特集 映画監督 斉藤寅次郎と野村浩将」 

しんぶん赤旗（２００５年１１月４日）「よみがえるナンセンス喜劇」（娯楽映画研究家） 

Ｗｅｂ掲載：８件 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年１１月１２日～平成１７年１１月１８日（６日間） 

②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  ２０２件（母集団６，０５４件）有効回答数１８３件 

④アンケート結果   ・良い８１．４％（１４９件）・普通１５．９％（２９件）・悪い２．７％（５件） 

 

○自己点検評価 



 

 

                                                              (フィルムセンター) 27

【良かった点、特色ある取組み】 

斎藤監督作品については、映画愛好家や研究者に知られている代表作だけでなく、これまで上映機会が殆どなかった

ため注目されてこなかった『突貫驛長』や『花吹雪 御存知七人男』なども上映することを通じて、同監督の喜劇映画がも

つ多様な側面を抽出することができた。 

野村監督は、一部の専門家を除いて、『人妻椿』や『愛染かつら』といった代表作のみによって知られる監督であった。し

かし、今回は代表作だけでなく、初期のヒット作である「与太者」シリーズ４本を含む上映機会の少ない作品群を上映する

ことによって、野村浩将という映画作家を初めて本格的に紹介することができた。 

また、喜劇とメロドラマは異なるジャンルとして認識されることが多いが、喜劇映画を得意とした斎藤作品とメロドラマを得

意とした野村監督作品を並置することにより、二つのジャンルの共通点と類似性を再発見することができた。 

【見直し又は改善を要する点】 

  これまで上映機会があまりなかった野村監督の初期の代表作「与太者」シリーズを４本上映することによって、野村監

督作品が一貫して保持する喜劇性とメロドラマ性を際立たせることができたが、他の同監督作品と比較すると集客は振る

わなかった。今後は作品選定の意図をより明確にアピールしていきたい。 
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特別企画上映「日韓友情年２００５ 韓国リアリズム映画の開拓者 兪賢穆監督特集」 
 

○方  針 

２００５年日韓友情年を記念して、申相玉（シン・サンオク）、金綺泳（キム・ギヨン）らとともに韓国映画の第１次黄金期

を牽引した巨匠・兪賢穆（ユ・ヒョンモク）監督（１９２３－）の代表作を日本語字幕付きで上映し、韓国映画史の再発見

に資する企画である。文化庁のほか、韓国映像資料院と福岡市総合図書館の協力を得た。 

 

○実  績 

１．開催期間    平成１７年１２月６日～平成１７年１２月２５日（１８日間／３５回） 

２．会    場    東京国立近代美術館フィルムセンター２階大ホール 

３．共 催 等    協力：文化庁、韓国映像資料院、福岡市総合図書館 

           後援：駐日韓国大使館韓国文化院 

４．上映作品数  １２作品／１２プログラム（１プログラム２～３回上映）：延３５回上映 

５．入館者数    ２，９３３人（１回平均８４人）（目標入館者数３，０００人） 

（一般６８．１２％ シニア１３．９１％ 学生６．９２％ 小人０％ 無料１１．０５％） 

６．入場料金    一般８００円、高校・大学生・シニア６００円、小・中学生４００円 

７．入場料収入  １，９６５，０００円 

８．担当した研究員数  ３人 

９．上映会の内容 

フィルムセンターとしては、平成１４（２００２）年度に「韓国映画 栄光の１９６０年代」を開催して以来２回目の韓国映

画特集となるが、今回は、これまで日本でまとめて紹介される機会のなかった兪監督の業績に焦点を当てることとした。

『誤発弾』（１９６１）や『カインの後裔』（１９６８）などの秀作を発表し、韓国映画史上の最重要人物の一人である兪監

督が発表した４２本のうち、１２本の主要作品を上映し、長く本国で「芸術映画の巨匠」と呼ばれた多彩な作風をたどっ

た。上映プリントは、ともにフィルム・アーカイブである韓国映像資料院と福岡市総合図書館の所蔵するプリントを借用した

ほか、オープニングに際しては、監督夫妻と韓国映像資料院の李孝仁（イ・ヒョイン）院長を招聘し、開幕レセプションと監

督による舞台挨拶を実施した。また、監督インタビューや作品論、詳細なフィルモグラフィーを掲載したカタログを発行した。

１０．講演会等  なし 

１１．広報     ・印刷物（ＮＦＣカレンダー４２，０００部）の生涯学習施設等への配付、プレスリリースの発送による新

聞・雑誌等への働きかけ。 

           ・ホームページ、ＮＦＣメールマガジン（個人会員向け）での働きかけ。 

           ・韓国文化を紹介するテレビ番組・新聞・雑誌への働きかけ（ＮＨＫ「ハングル語講座」においてインタビュ

ーが実施される）。チラシを韓国語学校・アジア雑貨店・在日コリアン向け教会などへ配布。韓国文化

研究者への情報提供。 

１２．上映会関連新聞・雑誌記事等 

民団新聞（２００５年１１月３０日）「韓国リアリズム映画」 

文化庁月報（２００５年１１月号）「ユ･ヒョンモク監督特集」（岡田秀則） 

東洋経済新報（２００５年１２月２日）「ユ･ヒョンモク監督作品を特集上映」 

しんぶん赤旗（２００５年１２月２日）「韓国芸術映画の巨匠」 

日本経済新聞（２００５年１２月７日）「韓国映画の巨匠 ユ･ヒョンモク監督を特集」 

Ｗｅｂ掲載：２５件 

テレビ放映：１件（ＮＨＫ） 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年１２月２０日～平成１７年１２月２５日（６日間） 

②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  ９８件（母集団２，９３３件）有効回答数９４件 

④アンケート結果   ・良い８７．２％（８２件）・普通９．６％（９件）・悪い３．２％（３件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 
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  ２００２年の「韓国映画 栄光の１９６０年代」でも痛感したが、近年の韓国映画ブームの中にあって、古典的な韓国映

画への日本人の関心はいまだ低い。そうした状況をあえて打破しようと意図したこの特集は、韓国映画史上の巨匠に対

する綿密な調査・研究をベースに実施された。研究員が韓国に渡り、主要作品の視聴や監督本人との交渉を通じて上

映作品を選定し、同監督の経歴・演出スタイル・映画史上の位置付けなどを行った研究成果は、発行したカタログにも

反映している。上映フィルムは韓国映像資料院及び福岡市総合図書館から借用したが、こうしたフィルム・アーカイブ間の

日頃の連携が実を結んだ点でも意義深い。また、８０歳となる監督の来日は韓国映画の熱心なファンを刺激し、この企

画の盛り上がりに貢献した。広報面では、予想外ながら韓国の大手メディアにおける報道が目立ち、そのすべてが、自国

の巨匠監督を本格的に日本の映画専門機関が取り上げたことを評価する論調であり、フィルムセンターの先駆性が認め

られるとともに、日韓映画交流の促進への足がかりとなった。 

【見直し又は改善を要する点】 

  わずかに目標入館者数に届かなかった。本国における監督への国民的な尊敬と作品の質の高さを考えれば、知名度

の高くない日本でも実施する価値は疑いようがないだけに、広報の専門家に委託するなど、広報戦略のあり方を再考す

る必要がある。また、本国の上映権所有者の一部が上映に難色を示したため、上映する作品数が減少して１作品当た

りの上映回数が増加、来場者が分散してしまったこともその原因になった。代替可能な残存作品は少なく、これについて

は対策の立案が困難であった。 

 

 



 

 

                                                              (フィルムセンター) 30

特別企画上映「シネマの冒険 闇と音楽 生誕百年の監督たち」 
 

○方  針 

無声映画に伴奏音楽などを付して上映するフィルムセンター恒例の企画であり、無声映画の魅力を伴奏音楽によって

より生き生きと伝えることを目指した。今回は、２００５年に生誕百年を迎えた日本の映画監督４人の無声作品１２本を、

１０番組に構成して上映した。 

 

○実  績 

１．開催期間    平成１８年１月５日～平成１８年１月１５日（１０日間／２０回） 

２．会    場    東京国立近代美術館フィルムセンター２階大ホール 

３．共 催 等    なし 

４．上映作品数  １２作品／１０プログラム（１プログラム２回上映）：延２０回上映 

５．入館者数    １，８８３人（１回平均９４人）（目標入館者数２，０００人／当初計画３，０００人） 

（一般７１．１１％ シニア１１．１５％ 学生７．２２％ 小人０．１６％ 無料１０．３６％） 

６．入場料金    一般１，０００円、高校・大学生・シニア８００円、小・中学生６００円 

７．入場料収入  １，６１７，６００円 

８．担当した研究員数  ３人 

９．上映会の内容 

２００５年に生誕百年を迎えた４人の監督（斎藤寅二郎、成瀬巳喜男、野村浩将、稲垣浩）の作品を計１２本上映

した。斎藤監督作品は『石川五右ヱ門の法事』（１９３０）と、平成１７年度に新たに収蔵した『モダン怪談 １００，０００，

０００円』を上映した。成瀬監督作品は、彼の現存する全無声作品（５作品）を上映した。野村監督作品は、フィルムセ

ンター初上映となる『與太者と縁談』（１９３２）を含む４本を上映。また、稲垣監督作品は、『諧謔三浪士』（１９３０）を上

映した。 

伴奏者は、天池穂高氏、小原孝氏、小林弘人氏、松村牧亜氏、柳下美恵氏、谷川賢作氏の６名であった。なお、

１月５日の２公演のみ、グループ名「谷川賢作 Sonorizzano」として、谷川氏（ピアノ）のほか、三木黄太氏（チェロ）、酒

井聡行氏（アルトサックス、フルート）、小竹満里氏（パーカッション、マリンバ）が参加して演奏を行った。 

１０．講演会等  なし 

１１．広報     ・印刷物（ＮＦＣカレンダー４２，０００部）の生涯学習施設等への配付、プレスリリースの発送による新

聞・雑誌等への働きかけ。 

・ホームページ、ＮＦＣメールマガジン（個人会員向け）での働きかけ。 

・クラシック音楽・ピアノ雑誌（ムジカノーヴァ、クラシックジャーナルなど）への働きかけ。コンサート会場へ

のチラシ配布。コンサート情報紹介ウェブサイトへの情報提供。 

１２．上映会関連新聞・雑誌記事等 

文化庁月報（２００５年１２月号）「シネマの冒険 闇と音楽 生誕百年の監督たち」（板倉史明） 

ムジカノーヴァ（２００５年４月号）「アメリカ無声映画の傑作をピアノ伴奏ともに」（ヒリップ・カーリー） 

読売新聞（２００６年１月６日）「シネマの冒険 闇と音楽」 

読売新聞（２００６年１月１１日）「シネマの冒険 闇と音楽 生誕百年の監督たち」 

しんぶん赤旗（２００５年１２月２２日）「シネマの冒険 闇と音楽」 

映像新聞（２００５年１２月２６日）「無声映画をピアノ伴奏付きで上映」 

聖教新聞（２００５年１２月２６日）「生誕百年の監督たち」 

キネマ旬報（２００６年１月上旬号）「シネマの冒険 闇と音楽 生誕百年の監督たち」 

常陽藝文（２００６年１月号）「シネマの冒険 闇と音楽：生誕百年の監督たち」 

シネフロント（２００５年１１月．１２月合併号）「シネマの冒険 」 

読売ウィークリー（２００６年１月８日～１５日号合併）「シネマの冒険 闇と音楽：生誕百年の監督たち」 

ムジカノーヴァ（２００６年１月号）「ピアノ生伴奏付きサイレント映画の上映会シネマの冒険 闇と音楽 生誕百年の

監督たち」（小原孝） 

Ｗｅｂ掲載：９件 

ラジオ放送：１件（ｉｎｔｅｒ ＦＭ） 

１３．アンケート調査 
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①調査期間  平成１８年１月５日～平成１８年１月１５日（１０日間） 

②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  １３５件（母集団１，８８３件）有効回答数１１８件 

④アンケート結果   ・良い９３．２％（１１０件）・普通５．９％（７件）・悪い０．９％（１件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

  今回は生誕１００年を迎えた日本映画監督の作品に焦点を絞り、ピアノ単独の伴奏だけでなく、グループによる伴奏も

取り入れることによって、無声映画に伴奏音楽を付ける近年のアーカイブにおける上映の趨勢の中で、多様な演奏のあり

方を模索した。 

【見直し又は改善を要する点】 

現代の演奏者たちが、現代の視点から無声映画に伴奏音楽を付けるという本企画の試みは、広く受入れられるように

なっているが、その一方で、過去の伴奏音楽の実態を調査し、当時の伴奏音楽を復元する研究活動も今後は進めてい

きたい。稲垣浩監督、成瀬巳喜男監督、斎藤寅二郎監督、野村浩将監督の「生誕１００年特集」で既に上映した作

品が、全１２作品中９作品あったこともあり、作品によっては入館者数があまり伸びないものもあった。個別の作品につき伴

奏あり・伴奏なしの選択が可能になったことはプラスであるが、一度上映したという結果が本企画での集客の減少につなが

ったことは認めざるを得ず、その教訓を今後の番組作りに反映させていきたい。 
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企画上映「松竹創業１１０周年記念 松竹映画探索 １９６０－７０年代」 
 

○方  針 

松竹株式会社の創業１１０周年を記念して、松竹映画の歴史の中でも比較的振り返られることの少ない１９６０年代

と１９７０年代の作品３４本を、５つのテーマに沿って選んだ企画である。いわゆる日本映画の“黄金時代”と言われる１９５

０年代の後に、新感覚の監督や俳優が台頭してきた松竹映画の野心的な時代に照準を当てた。 

 

○実  績 

１．開催期間    平成１８年１月１３日～平成１８年３月２６日（３３日間／６６回）（金曜・土曜・日曜の上映） 

２．会    場    東京国立近代美術館フィルムセンター地下１階小ホール 

３．共 催 等    なし 

４．上映作品数  ３４作品／３３プログラム（１プログラム２回上映）：延６６回上映 

５．入館者数    ５，０５３人（１回平均７７人）（目標入館者数５，０００人／当初計画９，０００人） 

（一般６０．５６％  シニア２１．４７％ 学生４．６７％ 小人０．２２％ 無料１３．０８％） 

６．入場料金    一般５００円、高校・大学生・シニア３００円、小・中学生１００円 

７．入場料収入  １，９２７，４００円 

８．担当した研究員数  ２人 

９．上映会の内容 

この時代の松竹映画を代表する意味で、「松竹ヌーヴェルヴァーグ１９６０年」「喜劇」「ＳＦ映画」「サスペンス映画」「青

春映画」という５つのテーマを設定したこの企画は、上映機会の少ない作品を積極的に選択しつつ、松竹が主催企画とし

て行った「野村芳太郎監督特集」（２００５年８月１３日～９月２日）や「松竹１１０年祭」（同年１１月１９日～１２月１６

日）とも内容的に重ならないように番組作りを行った。その結果、いわゆる“松竹ヌーヴェルヴァーグ”世代の中でも顧みられ

ることの少ない高橋治、田村孟、森川英太朗といった新感覚の映画作家たちに脚光を当てたほか、プログラム・ピクチャー

（低予算の量産娯楽映画）の枠内で優れた演出力を発揮してきた前田陽一、瀬川昌治、森崎東、貞永方久、山根成

之といった監督たちの力量を示すことにもなった。上映作品には多くのニュープリントが含まれ、松竹の長い伝統の中でも独

自の輝きを見せた一時代を通じて、松竹映画史の全体像を浮かび上がらせ、その理解を促す企画となった。 

１０．講演会等  なし 

１１．広報     ・印刷物（ＮＦＣカレンダー４２，０００部）の生涯学習施設等への配付、プレスリリースの発送による新

聞・雑誌等への働きかけ。 

・ホームページ、ＮＦＣメールマガジン（個人会員向け）での働きかけ。 

・日本の伝統文化紹介雑誌、博物館・美術館紹介雑誌への働きかけ。 

１２．上映会関連新聞・雑誌記事等 

産経新聞（２００５年１月７日）「松竹映画探索 １９６０－７０の輝き」 

朝日新聞（２００６年１月１１日）「ツウな松竹映画、再上映」 

東京新聞（２００６年１月１７日）「ヌーベルバーグ中心に特集上映」 

産経新聞（２００６年１月２５日）「松竹創業１１０周年記念松竹と映画」 

常陽藝文（２００６年１月号）「松竹創立１１０周年記念 松竹映画再発見 松竹と映画」 

ピクトアップ（２００６年２月号）「松竹映画の傑作：秀作に出会える貴重な特集上映シリーズ！」 

ｂｒａｉｎ（ブレーン）（２００６年２月号）「あの映画を一挙公開、松竹映画探索 １９６０～７０年代」 

ＴＯＫＩＮＯ（２００６年２月号）「威厳と歴史を持つ巨匠「松竹」が、２００５年創業１１０周年！！」 

シネフロント（２００５年１１月．１２月合併号）「松竹映画探索」 

しんぶん赤旗（平成１８年１月１２日）「松竹映画探索１９６０～７０年代」 

常陽藝文２００６．１月号（２００６年２月号）「松竹創立１１０周年記念 松竹映画再発見」 

フラッシュ（２００６年２月７日号）「松竹１１０周年を記念して名作を再上映 邦画黄金期を肌で感じるイチオシ５作」

クランク（２００６年２月号）「松竹映画探索１９６０～７０年代」 

メトロ沿線だより（２００６年２月号）「松竹創業１１０周年記念松竹映画探索１９７０－１９７０年代」 

ａｍｏｕｒ（アムール）（２００６年２月号）「松竹創業１１０周年記念松竹映画探索１９６０－７０年代」 

Ｉｎ ｒｅｄ（２００６年３月号）「松竹映画探索１９６０－７０年代」 

ソトコト（２００６年３月号））「松竹創業１１０周年記念松竹映画探索１９６０～７０年代」 
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常陽藝文２００６．３月号（２００６年２月号）「松竹創立１１０周年記念 松竹映画再発見」 

和のしつらいを楽しむ（２００６年３月２０日発売）「松竹創立１１０周年記念 松竹と映画」 

Ｅｓｑｕｉｒｅ（２００６年３月号）「松竹映画探索１９６０～７０年代」 

キネマ旬報２００６年３月上旬号「松竹映画探索１９６０－７０年代」 

東京メトロ沿線だより（２００６年３月号）「松竹創業１１０周年記念松竹映画探索１９６０－７０年代」 

Ｗｅｂ掲載：６件 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１８年３月２４日～平成１８年３月６日（３日間） 

②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  ８２件（母集団５，０５３件）有効回答数６９件 

④アンケート結果   ・良い８２．６％（５７件）・普通１１．６％（８件）・悪い５．８％（４件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

フィルムセンターにとって、小ホールで単独主催による所蔵作品の上映会を実施したのは、京橋の新館を開館した１９９

５年以来のことであり、これにより大小２ホールによる上映態勢を作り、上映活動の活発化を促した。また、この上映は、

当初は松竹との共催で検討されていたが、最終的に両者が単独で別々の企画を行うことになった経緯がある。このことは

残念な結果である一方、松竹史のいわば“王道”を選んだ同社主催の「松竹１１０年祭」と重複しない路線を模索したフ

ィルムセンターが、番組編成の面で研究機関としての独自性を発揮することにもなった。映画史の中で言及されやすい代

表的な名作や路線だけを打ち出すのではなく、その周縁にある低予算娯楽篇の作品ならではの豊かさを示すことができ、

かつては名作上映が中心だったフィルムセンター企画が、近年獲得しつつある幅の広さを提示できたと考える。 

また、金曜・土曜・日曜のみの上映という新しい形態は、働いている人の来館を促し、知名度の高くない作品であっても

一定数の来場者をコンスタントに得ることができた。また、上映作品の関連資料（『宇宙大怪獣ギララ』模型など）を展示

室での企画「松竹と映画」で展示したこと、上映作品の監督に展示企画のギャラリートークを依頼したことなど、展示企画

との連携も積極的に行った。 

【見直し又は改善を要する点】 

当初は、松竹との共同開催を予定していた本特集であったが、それぞれが単独の上映企画を行うこととなり、そのことが

他の上映企画の日程調整等に影響を与えることとなった。 
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企画上映・特別企画上映「日本におけるドイツ２００５／２００６ ＮＦＣ所蔵外国映画選
集 ドイツ・オーストリア映画名作選」 
 

○方  針 

フィルムセンター所蔵のドイツ・オーストリア映画の中から、１９２０年代から１９３０年代の作品を中心に、短篇・長篇合

わせて９０本の映画を上映した。１９２０年代初頭のドイツ表現主義映画や１９３０年代初頭の音楽映画といった知名度

のある作品だけでなく、近年まで殆ど顧みられることのなかった１９３０年代中期から後期のドイツ・オーストリア映画にも焦

点を当てて企画を組んだ。このことによって、戦前・戦中のドイツ・オーストリア映画史を俯瞰する視点を紹介しようと試み

た。さらに、ドイツから無声映画伴奏（研究）者のギュンター・Ａ・ブーフヴァルト氏を招聘し、一部の無声映画作品上映に

伴奏音楽を付すことによって、世界的水準の伴奏音楽を提供するとともに、この分野に関する最新の研究を導入した。 

 

○実  績 

１．開催期間    平成１８年１月１７日～平成１８年３月２６日（６０日間／１２０回） 

２．会    場    東京国立近代美術館フィルムセンター２階大ホール 

３．共 催 等    なし 

４．上映作品数  ９０作品／５２プログラム（１プログラム２～３回上映）：延１２０回上映 

５．入館者数    ２１，１４０人（１回平均１７６人）（目標入館者数１８，０００人／当初計画１６，０００人） 

（一般５７．６２％  シニア２６．６５％ 学生６．９５％ 小人０．０２％ 無料８．７６％） 

６．入場料金   通常上映：１月１７日～１月２９日、２月７日～３月２６日 

一般５００円、高校・大学生・シニア３００円、小・中学生１００円 

           ピアノ伴奏付き上映：１月３１日～２月５日 

一般１，０００円、高校・大学生・シニア８００円、小・中学生６００円 

７．入場料収入  ９，１５３，４００円 

８．担当した研究員数  ４人 

９．上映会の内容 

本企画は、フィルムセンターが収蔵する１９２０年代から１９３０年代のドイツ・オーストリア映画９０本（４９本の長篇映

画と４１本の短篇映画）を上映した。『カリガリ博士』（１９２０）や『朝から夜中まで』（１９２１）といったドイツ表現主義映画

の代表作や、字幕を極力用いない「室内劇映画」の代表作『除夜の悲劇』（１９２３）などの無声映画期の重要作、そし

て『会議は踊る』や『狂乱のモンテカルロ』（いずれも１９３１）といった音楽映画のほか、ベルリン・オリンピックの記録映画『民

族の祭典』、『美の祭典』（いずれも１９３８）や世界の先駆的な学術映画であるウーファ社の文化映画（クルトゥーアフィル

ム）、そして、実験映画作家オスカー・フィッシンガーの初期作品も上映した。また、１９３０年代のオーストリア映画を牽引

した俳優兼映画監督のヴィリ・フォルストと、当時のヨーロッパで活躍した日本人オペラ歌手・田中路子の小特集を組ん

だ。なお、１月３１日から２月５日の期間は、無声映画の伴奏音楽家ギュンター・Ａ・ブーフヴァルト氏をドイツから招聘し、

６作品のドイツ映画に伴奏音楽を付した。さらに、映画作品についての理解を深めるため、３月３日と３月１４日に、専門

家によるゲスト・トークを開催した。 

１０．講演会等  西嶋憲生（映像研究者・多摩美術大学）、平井正（元立教大学教授・ドイツ文化研究者） 

１１．広報     ・印刷物（ＮＦＣカレンダー４２，０００部）の生涯学習施設等への配付、プレスリリースの発送による新

聞・雑誌等への働きかけ。 

・ホームページ、ＮＦＣメールマガジン（個人会員向け）での働きかけ。 

・ドイツ年記念企画を実施している機関（森美術館、東京オペラシティ、ドイツ文化センター等）、ドイツ

語学校、ドイツ語関連書店へのチラシ・ポスター配布。ドイツ系マスコミ、学会への情報提供。レンタル

ビデオ店（TSUTAYA渋谷店）におけるドイツ映画コーナーの設置。 

１２．上映会関連新聞・雑誌記事等 

文部科学時報（２００５年１２月号）「ドイツ・オーストリア映画名作選」（板倉史明） 

週刊金曜日５８９号（２００６年１月１３日）「無声映画生演奏付き上映」（溝口彰子） 

産経新聞（２００６年２月１５日）「田中路子の名画よみがえる、戦前 異国で恋と歌に生きる」 

常陽藝文（２００６年１月号）「ドイツ・オーストリア映画名作選」 

文化庁月報（２００６年１月号）「ドイツ・オーストリア映画名作選」（板倉史明） 

ソトコト２００６．２月号「ドイツ・オーストリア映画名作選」 
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ピアノライフ（ｖｏｌ．２）「サイレント映画伴奏者が来日。ピアノ生演奏付上映会が楽しめる! ドイツ・オーストリア映画名

作選」上映 

しんぶん赤旗（２００６年１月１９日）「ドイツ・オーストリア映画名作選」 

常陽藝文（２００６年２月号）「ドイツ・オーストリア映画名作選」 

東京メトロ沿線だより（２００６年２月号）「ＮＦＣ所蔵外国映画選集 ドイツ・オーストリア映画名作選」 

ＭＯＥ（２００６年３月号）「ドイツ・オーストリア映画名作選」 

キネ旬報（２００６年２月下旬号）「ドイツ・オーストリア映画名作選」 

アート・トップ（２００６年２月・３月号）ＮＦＣ所蔵外国映画選集 「ドイツ・オーストリア映画名作選」 

ＮＨＫラジオ ドイツ語講座（２００６年３月号）「ドイツ・オーストリア映画名作選」 

クラシックジャーナル（２００６年３月号）「ＮＦＣ所蔵外国映画選集 ドイツ・オーストリア映画名作選」 

常陽藝文（２００６年３月号）「ドイツ・オーストリア映画名作選」 

キネマ旬報（２００６年３月上旬号）「日本におけるドイツ年 ２００５／２００６」 

東京メトロ沿線だより（２００６年３月号）「ＮＦＣ所蔵外国映画選集 ドイツ・オーストリア映画名作選」 

ＳＨＩＢＵＹＡ ＦＭ（２００６年２月７日）「ＳＨＩＢＵＹＡ ＶＩＬＬＡＧＥ ＶＯＩＣＥ」岡田主任研究官 生放送出演 

Ｗｅｂ掲載：１５件 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１８年３月２１日～平成１８年３月２６日（６日間） 

②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  ２３９件（母集団２１，１４０件）有効回答数２２２件 

④アンケート結果   ・良い９６．８％（２１５件）・普通２．７％（６件）・悪い０．５％（１件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

  川喜多かしこ旧蔵の可燃性フィルムから本企画のために今回新たに復元した作品が多数含まれていたが、中でも『キリ

ストの一生』や『東洋の秘密』は、国際的にもきわめて希少価値の高いフィルムであり、研究者からも高い注目を浴びた。

ドイツから招聘した伴奏者の演奏も非常に好評であり、無声映画の伴奏音楽の魅力を多くの鑑賞者に普及させた。田

中路子小特集についても、産経新聞（２月１５日号）で紹介されるなど注目を浴びた。さらに、『ＮＦＣニューズレター』（６５

号）では、ドイツ・オーストリア映画史の研究者である瀬川裕司氏に本企画の見所などの執筆を依頼したほか、２回のゲ

スト・トークを開催することによって、上映のみでは計ることのできない本企画の深い専門性への理解を促した。なお、「日

本におけるドイツ２００５／２００６」に参加した本企画に対して、ドイツ大使館から関連グッズの提供を受け、来場者にプレ

ゼントとして配布した。 

【見直し又は改善を要する点】 

  従来フィルムセンターの企画上映は、予算的な余裕のある共催事業でのみ広報用ポスターを作成してきた。しかし、フィ

ルムセンター単独で実施した本企画においては、試験的に６枚のポスターを作成し、東京国立近代美術館本館や工芸

館をはじめ、各施設に掲示した。より積極的な広報活動を実施するため、今後も企画の規模や内容によって臨機応変

にポスターを作成したい。 
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共催上映「ポーランド映画、昨日と今日」 
 

○方  針 

２００５年日本国際博覧会「愛・地球博」ポーランド館を出展したポーランド商工会議所との共催のもと、ポーランド映

画史上の名作と近年製作された秀作を組み合わせて上映し、その変わることのない豊かな映画文化を素描しようとしたも

のである。 

 

○実  績 

１．開催期間    平成１７年９月１３日～平成１７年９月２５日（１２日間／２４回） 

２．会    場    東京国立近代美術館フィルムセンター地下1階小ホール 

３．共 催 等    共催：ポーランド商工会議所ＥＸＰＯ事務局 

           協力：駐日ポーランド共和国大使館 

４．上映作品数  １２作品／１２プログラム（１プログラム２回上映）：延２４回上映 

５．入館者数    ３，１４４人（１回平均１３１人）（目標入館者数２，０００人／当初計画なし） 

（一般６２．２８％ シニア２１．５６％ 学生９．０３％ 小人０．０３％ 無料７．０９％） 

６．入場料金    一般５００円、高校・大学生・シニア３００円、小・中学生１００円 

７．入場料収入  １，２６７，７００円 

８．担当した研究員数  ３人 

９．上映会の内容 

 もともとこの企画は、ポーランドの巨匠アンジェイ・ワイダ監督がポーランド映画の新世代を紹介する目的で発案したもの

であるが、フィルムセンターが開催の主体に加わるに当たり、ポーランド映画史上の名作を加えるよう提案し、旧作と近作６

作品ずつ、計１２作品の上映となった。フィルムセンターにとっては１５年ぶりのポーランド映画の特集であり、１９５０年代の

いわゆる「ポーランド派」に代表される輝かしい伝統と、優秀な新世代の台頭する現代、この両者を対比する立体的な構

成を形作ることができた。近作の選択にはポーランド映画史を牽引してきたワイダ監督の意向が反映しており、監督自身

の近作『仕返し』（２００２）を含め、近年、商業劇場で公開されにくい最新のポーランド映画が観られる貴重な機会ともな

った。オープニングには駐日ポーランド大使や映画評論家マチェイ・パブリツキ氏を迎えた記者会見などが行われ、また、近

作の上映に際しては、現地より提供された上映作品のポスターを展示したほか、ポーランド文化研究家・久山宏一氏の

執筆・編集による詳細な解説文（ハンドアウト）を配布した。 

１０．講演会等  なし 

１１．広報     ・印刷物（ＮＦＣカレンダー４２，０００部）の生涯学習施設等への配付、プレスリリースの発送による新

聞・雑誌等への働きかけ。 

・ホームページ、ＮＦＣメールマガジン（個人会員向け）での働きかけ。 

１２．上映会関連新聞・雑誌記事等 

朝日新聞（２００５年８月２５日）「ポーランド映画 昨日と今日」 

読売新聞（２００５年８月２６日）「ポーランド温故知新の秋ドイツ」 

しんぶん赤旗（２００５年９月８日）「新作と名作あわせて『ポーランド映画祭』」 

読売新聞（２００５年９月９日）「ポーランド映画 昨日と今日」 

日本経済新聞（２００５年９月１２日）「上映会 ポーランド映画 昨日と今日」 

琉球新報（２００５年１０月１７日）「作品の発信力で最良鑑賞」（浦崎浩實） 

キネマ旬報（２００５年１１月下旬号）「ポーランド映画の〈今日〉」（マチェイ・パブリツキ） 

Ｗｅｂ掲載：２件 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年９月２０日～平成１７年９月２５日（６日間） 

②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  ２４６件（母集団３，１４４件）有効回答数２２４件 

④アンケート結果   ・良い８９．３％（２００件）・普通９．４％（２１件）・悪い１．３％（３件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 
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  愛知万博の関連行事として行われる機会を捉え、約６か月の準備期間で海外からの輸入・新規字幕作成プリントを

含む上映企画を実施した。当初の年度計画にはなかった企画であるが、こうした外部からの要請に臨機応変に対応した

ことは、今後の柔軟な企画作りへの布石となった。 

内容面では、当初は発案者であるアンジェイ・ワイダ監督の意向で近年の作品のみを上映するという提案がなされた

が、フィルムセンターからの提案によって旧作を上映作品に含めることとした。このことは、企画規模の拡大のみならず、フィ

ルムセンター所蔵プリントの有効活用にもつながったほか、映画大国ポーランドのイメージを来場者に印象付けることにも役

立った。 

また共催団体より提供のあった近作のポスターを展示したが、小ホールのホワイエでのポスター展示は初の試みであり、

来場者の注目度も高かった。また、会場で配布された久山宏一氏の執筆・編集による詳細な解説文（ハンドアウト）も、

映画史のみならずポーランドの歴史と文化を踏まえたその深い内容によって好評を得た。 

【見直し又は改善を要する点】 

  上映作品のうち、フィルムセンター所蔵フィルムの中に、不備な字幕を付したプリントがみつかり、字幕の手直しや、不備

の旨を通知する場内放送を行った。こうしたプリントに対しては、今後も番組編成時に再確認し、随時字幕の修正を行っ

ていきたい。 
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共催上映「第６回東京フィルメックス 特集上映 生誕百年特集 映画監督 中川信夫 
～地獄のアルチザン～」 
 

○方  針 

第６回東京フィルメックスとの共同開催により、怪談映画などの娯楽分野で優れた作品を発表した中川信夫監督（１９

０５－８４）の代表作や、知名度は低いながらも優れた作品を上映し、映画の「職人」として語られがちなこの映画作家の

創造的な再発見を目指した企画である。 

 

○実  績 

１．開催期間    平成１７年１１月１９日～平成１７年１１月２７日（８日間／２４回） 

２．会    場    東京国立近代美術館フィルムセンター２階大ホール 

３．共 催 等    共催：特定非営利活動法人東京フィルメックス実行委員会 

４．上映作品数  １２作品／１２プログラム（１プログラム２回上映）：延２４回上映 

５．入館者数    ３，４３５人（１回平均１４３人）（目標入館者数３，５００人） 

（一般６５．９７％ シニア１０．７４％ 学生７．１０％ 小人０％ 無料１６．１９％） 

６．入場料金    一般８００円、高校・大学生・シニア６００円、小・中学生４００円 

７．入場料収入  １，３１６，９００円 

８．担当した研究員数  ３人 

９．上映会の内容 

 『東海道四谷怪談』（１９５９）や『地獄』（１９６０）などの怪談映画を発表して、日本映画史に独特の地位を占める中

川監督は２００５年に生誕百年を迎えた。フィルムセンターではこれを記念して第６回を迎えた東京フィルメックスとの共催

により、１２本の作品を上映した。作品選定では、「怪談映画の巨匠」という中川監督への画一的なイメージを崩す多彩

な作品を選び、上映機会の少ない児童映画や歌謡映画、文芸映画、仁侠映画なども紹介した。上映に際しては、フィ

ルムセンター所蔵のポスターや遺族より提供のあった中川監督の貴重な遺品を会場ホワイエで展示したほか、２回実施し

たトークショーでは、『東海道四谷怪談』などの主演女優若杉嘉津子氏及び中川監督の助手だった鈴木健介氏（１１月

２０日）、現代日本映画を代表する監督黒沢清氏及び俳優西島秀俊氏を招き（１１月２５日）、中川監督の人となりの

紹介や作品分析を行った。また、すべての上映フィルムに英語字幕を付すこの企画の方針は、来日した海外の映画上映

関係者による鑑賞を通じて、その後の中川作品の海外映画祭への出品へと結びついている。 

１０．講演会等  若杉嘉津子氏（俳優）・鈴木健介氏（監督）によるトークショー（１１月２０日）、黒沢清氏（監督）・西

島秀俊氏（俳優）によるトークショー（１１月２５日） 

１１．広報     ・チラシ制作・配布、新聞・雑誌等への働きかけなどの広報業務は共催団体が担当した。 

・ホームページ、ＮＦＣメールマガジン（個人会員向け）での働きかけ。 

１２．上映会関連新聞・雑誌記事等 

日本経済新聞（２００５年９月７日）「Ｊホラーの原点、英語字幕付きで特集上映」 

産経新聞（２００５年９月１５日）「ジャパニーズホラー傑作選」 

日本経済新聞社（２００５年１１月１４日）「映画祭 東京フィルメックス」 

しんぶん赤旗（２００５年１１月１６日）「生誕１００年 映画監督中川信夫の世界」（映画監督） 

中央公論（２００５年１２月号）「生誕百年 映画監督 中川信夫」（岡田秀則） 

映像新聞（２００６年１月２日）「中川信夫監督作品を特集」（中川洋吉） 

Ｗｅｂ掲載：６件 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年１１月１９日～平成１７年１１月２７日（８日間） 

②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  ３３２件（母集団３，４３５件）有効回答数２７１件 

④アンケート結果   ・良い８４．１％（２２８件）・普通１１．８％（３２件）・悪い４．１％（１１件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

  東京フィルメックスとの共同開催は３回目となったが、若い観客層を持ち、海外の映画上映関係者も多数来訪するこ



 

 

                                                              (フィルムセンター) 39

の映画祭との共催は、幅広い層への映画文化の普及を目指すフィルムセンターにとって引き続き大きな意味を持ってお

り、平成１７年度も、作品がまとめて上映される機会の少ない職人的監督・中川信夫を紹介する場として有効に機能し

た。新しい映画ファンのみならず熱心な愛好者にとっても興味を持ちうる内容となるよう、作品選定に当たっては、「怪談映

画の巨匠」という中川監督への画一的なイメージを崩す多彩な作品を上映するよう工夫した。２回のトークショー、資料の

展示も、中川監督の世界をより深く理解させるものとして好評を得た。さらに、すべての上映フィルムに英語字幕を付す本

企画の方針は、東京フィルメックスの握る国際的な情報網の助けを得てその後の海外映画祭への出品へと結びつき、同

じプリントがベルリン国際映画祭（２００６年２月９日～１９日）、香港国際映画祭（同年４月４日～１９日）などで上映さ

れるなど、海外展開に確実につながっており、フィルムセンター所蔵フィルムの活用にも資するものとなった。 

【見直し又は改善を要する点】 

  若い観客層の獲得という意味では平均的な企画上映における若年層比率を上回っており、その意味では成功を収め

ているが、全体としては目標入館者数にわずかに届かなかった。今後は共催団体との協議のもと、企画作りや広報戦略

について再検討を行う。また平成１７年度の入場料（一般）を、昨年度の５００円より高い８００円と設定したことも入館者

数に影響した可能性がある。入場料については、とりわけ慎重を期して決定したい。 

 



 

 

                                                              (フィルムセンター) 40

展覧会「展覧会 映画遺産」展（併設：尾上松之助と時代劇スターの系譜」展／「ポーランドの映

画ポスター」展／「松竹創業１１０周年記念 松竹と映画」展） 
 

○方  針 

本展覧会はフィルムセンターにおける常設展示にあたり、フィルムセンターが収集してきたコレクションの中から特に珍しい

初期の映画機械や映画人の遺品などを集め展示する一方、過去に行われた映画の発見・復元の成果を紹介しながら

日本における映画保存運動の軌跡を振り返ることを目指している。 

そのため、資料の公開と保存のバランスを保ちながら、これらを分かりやすく提示、解説することが必要であるが、平成１

７年度は、映像展示のデジタル化ならびに超指向性スピーカーの導入を行うことで、鑑賞環境の改善を図る。 

 

○実  績 

１．開催期間 各企画展示に併設（平成１７年４月５日～平成１８年３月２６日（延べ２６３日間）） 

２．会    場 各企画展示に併設（東京国立近代美術館フィルムセンター７階展示室） 

３．共 催 等 協力：（協）日本映画撮影監督協会、（社）日本映画製作者連盟、（社）日本映画テレビ技術協会、

（株）エコー、松竹（株）、角川ヘラルド映画（株）、東映（株）、東宝（株）、日活（株）、虫プロダクション

（株） 

４．出品点数 １９８件 

５．入館者数・入場料金・入場料収入 各企画展示に含まれる 

６．担当した研究員数  １人 

７．展覧会の内容 

我が国の映画史を草創期から５つのコーナーでたどりつつ、各時代の中から散逸を免れ現存する資料を展示するととも

に、フィルムセンターが発掘、復元してきた映画の一部などの映像展示を計２２のディスプレイで行った。 

８．講演会等  ・｢こども映画館」で小・中学生向けのガイドツアーを開催（２回） 

・日本橋活性化フォーラム 日本橋めぐりの会「日本橋老舗リレーツアー」に協力（展示室にてガイドツア

ーを開催） 

９．広報     ・印刷物（美術館及びフィルムセンター概要）の各美術館・生涯学習施設等への配布 

・ホームページでの働きかけ。 

１０．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

河北新聞（２００５年９月２８日）「日本映画の歩み紹介」 

東京メトロニュース（２００５年１０月号）「明治期の映画館跡地に建つ国内唯一の国立映画機関」 

東京スタイル（２００５年１１-１２月号）「東京国立近代美術館フィルムセンター」 

大江戸リビング（２００５年秋号）「映画好きなら絶対に足を運びたい日本で唯一の国立映画機関」 

ほけん東京（２００５年８月２０日）「懐かしの映画文化を肌で感じてみませんか」 

三井グラフ（２００５年７-９月号）「東京国立近代美術館フィルムセンター」 

１１．アンケート調査 各企画展示において実施 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

本展は、初期の映画機械や映画人の遺品などフィルムセンターのコレクションに、いつでも間近に接することのできる環

境を整備し、我が国の映画史と映画の散逸の歴史、保存運動の軌跡について啓蒙を行うことを目的としている。このため

には、ポスターなどのペーパー・コレクションから機材、展示映像まで多数かつ多様な資料を整理し、わかりやすく提示する

ことが必要である。その一環として、平成１７年度は展示映像のデジタル化と、超指向性スピーカーの導入を行った。前者

では、これまでブラウン管のディスプレイとＶＨＳテープを使用していたが、液晶ディスプレイとデジタルメディアに交換し、省ス

ペース化、クオリティの向上、テープの劣化に伴う頻繁な交換作業の省力化を実現した。後者は、同じ会場内に２２台も

の展示映像が設置されていることから生じる、音声の聞きづらさを解消するものである。 

【見直し又は改善を要する点】 

コレクションの公開率を高める一方、資料の保存環境を考慮する必要があり、とくにポスターのようなグラフィックなコレク

ションについてはレプリカの作成を検討する必要がある。 
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展覧会「尾上松之助と時代劇スターの系譜」展（併設：「展覧会 映画遺産」展） 

 

○方  針 

平成１７年は我が国最古の映画スター、尾上松之助（１８７５－１９２６）の生誕１３０周年に当たる。本展は、生涯の

出演作品が１，０００本を超えたとも言われる尾上松之助の偉大な業績を、現存する資料の展示を通して顕彰するもの

である。 

 

○実  績 

１．開催期間 平成１７年４月５日～平成１７年１０月９日（１５５日間） 

２．会    場 東京国立近代美術館フィルムセンター７階展示室 

３．共 催 等 協力：京都府京都文化博物館、立命館大学アート・リサーチセンター 

４．出品点数 ７９件 

５．入館者数  ５，１８１人（目標入館者数  ７，０００人） 

６．入場料金 個人／一般２００円、大学生・シニア７０円、高校生４０円、小・中学生無料 

            団体／一般１００円、大学生・シニア４０円、高校生２０円、小・中学生無料 

７．入場料収入  ４１２，１２０円 

８．担当した研究員数  １人 

９．展覧会の内容 

展示品はフィルムセンターが所蔵する当時の映画ポスターやチラシ、双六など（「みそのコレクション」）に、京都文化博物

館が所蔵する松之助の遺品、高津商会に現存する小道具の刀などを加えた。さらに、関連の映像や珍しい本人の肉

声、等身大のパネルなどを通して伝説と謎に包まれた日本映画のパイオニアとしての松之助の実像にも目を向けた。同時

に、大河内傳次郎や阪東妻三郎ら、ポスト松之助の時代を築いた昭和の剣戟スターにも焦点を合わせ、時代劇映画の

系譜を俯瞰した。 

１０．講演会等  実施回数計６回（年度計画記載回数：講演会１回）、参加人数計６９０人 

・「尾上松之助生誕１３０周年記念講演・特別上映会」（平成１７年９月１０日、大ホール） 

・ギャラリートーク５回 

１１．広報     ・印刷物（ポスター１，０００枚、チラシ３５，０００枚）の各美術館・生涯学習施設等への配布、プレスリ

リースの発送による新聞・雑誌等への働きかけ。 

・ホームページ、ＮＦＣメールマガジン（個人会員向け）での働きかけ。 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

下野新聞（２００５年５月９日）「貴重な資料で回顧」 

週刊金曜日（２００５年５月１３日）「尾上松之助と時代劇スターの系譜」 

千葉日報（２００５年５月１４日）「貴重の資料で回顧」 

新潟日報（２００５年５月１６日）「銀幕の名優 資料で回顧」 

茨城新聞（２００５年５月１９日）「時代劇スターを回顧」 

上毛新聞（２００５年５月３１日）「剣劇映画の大スターたち」 

東京新聞（２００５年７月１日）「生誕１３０年 再び脚光」（宮崎美紀子） 

日本経済新聞(２００５年９月５日)「公演 上映 尾上松之助 生誕１３０周年記念」 

月刊展覧会ガイド（２００５年９月号）「尾上松之助と時代劇スターの系譜」 

『映像学』７５（日本映像学会、平成１７年１１月）「最古の映画スターをめぐるイベント」（入江良郎） 

Ｗｅｂ掲載：６件 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年５月１７日～平成１７年５月２２日（６日間） 

                平成１７年７月１２日～平成１７年７月１７日（６日間） 

                平成１７年８月１６日～平成１７年８月１８日（３日間） 

                平成１７年１０月６日～平成１７年１０月９日（４日間） 

②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  ７４件（母集団５，１８１件）有効回答数７０件 
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④アンケート結果   ・良い７４．３％（５２件）・普通２２．９％（１６件）・悪い２．８％（２件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

１，０００本にものぼるといわれる尾上松之助の出演映画のうち現存しているフィルムは５、６本に過ぎず、再評価も遅

れている。このような自国映画史上のパイオニアに光を当て続ける努力は国立研究機関にとって重要な役割であると考え

る。松之助が着用した鎧や映画で使用された小道具など、（鑑賞のための）フィルムとも（調査のための）ドキュメントとも異

なる実物資料の所在調査は映画の分野では未開拓な領域であり、その小さな一歩を印すことができた。 

入館者数には反省点を残すが、学生を中心に２０代以下の観覧者の割合が１５％（７８５人）を占めており、最も多く

の若者を集めた展覧会であった（「ポーランドの映画ポスター」１１％（２４２人）、「松竹と映画」４．５％（１３７人））。 

なお、連動企画として「尾上松之助生誕１３０周年記念講演・特別上映会」を開催し、現存するフィルムの上映や若

い研究者たちの新たな視点による講演会を通して、松之助の業績をより深く検証することができた。ギャラリートークを外

部の研究者に依頼したのも初めての試みであり、より多彩な視点から松之助映画の魅力を紹介することができた。 

【見直し又は改善を要する点】 

  映画資料の調査、講演会を通し映画史研究の先端を紹介することができたが、観覧者の動員数には反省点を残し

た。（鑑賞のための）フィルムとも（調査のための）ドキュメントとも異なる実物資料の調査は開始されてからまだ日が浅いた

め、より長期的な展望で継続していく必要がある。 
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展覧会「ポーランドの映画ポスター」展（併設：「展覧会 映画遺産」展） 

 

○方  針 

戦後ポーランドのポスターは、グラフィック・デザインの世界で国際的にも高い評価を確立しているが、その中にひときわ大

きな位置を占めているのが映画ポスターである。小ホールの企画上映「ポーランド映画、昨日と今日」に続いて開催された

本展は、１９７２年の「ポーランド映画の回顧」以来数次にわたる特集上映を機にポーランドから譲渡された映画ポスター

の中から５０点を精選して紹介するものである。 

 

○実  績 

１．開催期間 平成１７年１０月２８日～平成１７年１２月２５日（４５日間） 

２．会    場 東京国立近代美術館フィルムセンター７階展示室 

３．共 催 等 なし 

４．出品点数 ５０件 

５．入館者数  ２，１９９人（目標入館者数  １，５００人／当初計画なし） 

６．入場料金 個人／一般２００円、大学生・シニア７０円、高校生４０円、小・中学生無料 

            団体／一般１００円、大学生・シニア４０円、高校生２０円、小・中学生無料 

７．入場料収入  １８７，２９０円 

８．担当した研究員数  １人 

９．展覧会の内容 

『約束の土地』（１９７４）や『罪の物語』（１９７６）など著名なポーランド映画のポスターはもちろん、６０年代から７０年

代にかけて輸出された日本映画のポスターが多く含まれていることもフィルムセンターのコレクションの特徴である。それらは

『ゴジラ』シリーズや『砂の器』（１９７４）、『新幹線大爆破』（１９７５）など馴染み深い作品が意外性にあふれるデザインで

描かれているのが特色であり、本展では、ポーランド映画のポスターとともにそういったポーランドで制作された日本映画のポ

スターも紹介した。 

１０．講演会等  実施回数計２回（年度計画記載回数：─）、参加人数計７２人 

・ギャラリートーク２回 

１１．広報     ・印刷物（ポスター１，０００枚、チラシ２５，０００枚）の各美術館・生涯学習施設等への配布、プレス

リリースの発送による新聞・雑誌等への働きかけ。 

・ホームページ、ＮＦＣメールマガジン（個人会員向け）での働きかけ。 

・ポーランド・東欧研究者、美術雑誌への情報提供。美術系書店へのチラシ配布。 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

産経新聞（２００５年１１月１日）「“大国”ポーランドの底力」（堀晃和） 

ＴＯＫＹＯ ＨＥＡＤＬＩＮＥ（Ｖｏｌ．２３３）（２００５年１２月５日）「ポーランドのポスター展」 

ＮＹＬＯＮ ＪＡＰＡＮ（２００５年１２月）「あの『ゴジラ』のおしゃれに」 

芸術新潮（２００６年１月号）「日本映画を脱構築」 

トーキングヘッズ（№２５）「ポーランドの映画のポスター展」（Ｓ） 

Ｗｅｂ掲載：１８件 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年１１月１２日～平成１７年１１月１８日（６日間） 

                平成１７年１２月２０日～平成１７年１２月２５日（６日間） 

②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  ５６件（母集団２，１９９件）有効回答数５６件 

④アンケート結果   ・良い８０．４％（４５件）・普通１９．６％（１１件）・悪い０．０％（０件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

通常の映画展覧会が文学館的な資料展示に傾いているのに対し、本展では美術館的な作品展示を試み、展示品

のグラフィック・デザインとしての価値を強調した。チラシ、ポスターなどの宣伝素材から会場レイアウトまで全面にわたり、説
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明的な効果よりも美的な効果を優先させた。その結果、尾上松之助展に次いで２０代以下の入館者数割合が多く、ア

ンケート調査でも若い層からの好意的な反響が多く寄せられた。具体的には、アンケートの全回答中２０代以下の回答が

４５％を占め（「尾上松之助と時代劇スターの系譜」１４％、「松竹と映画」１５％）、そのうち８８％が「良い」と回答した

（「尾上松之助と時代劇スターの系譜」７３％、「松竹と映画」７５％）。 

【見直し又は改善を要する点】 

特にグラフィック・デザインの展覧会であったこともあり、カタログの刊行を希望する声が多かったが、著作権の処理手続き

などの関係で困難であった。 
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展覧会「松竹創業１１０周年記念 松竹と映画」展（併設：「展覧会 映画遺産」展） 

 

○方  針 

明治２８（１８９５）年１２月に創業した松竹が「松竹キネマ合名社」の設立によって映画界に進出したのは大正９（１９

２０）年のことである。本展は、我が国の演劇、映画史に大きな足跡を残す松竹の創業１１０周年を記念して、資料や関

連の映像で同社と映画の歩みをたどることを目指す。 

 

○実  績 

１．開催期間 平成１８年１月１３日～平成１８年３月２６日（６３日間） 

２．会    場 東京国立近代美術館フィルムセンター７階展示室 

３．共 催 等  協力：松竹株式会社 

４．出品点数 １４０件 

５．入館者数 ３，０４２人（目標入館者数  ３，０００人／当初計画５，５００人） 

６．入場料金 個人／一般２００円、大学生・シニア７０円、高校生４０円、小・中学生無料 

            団体／一般１００円、大学生・シニア４０円、高校生２０円、小・中学生無料 

７．入場料収入  ２６２，９００円 

８．担当した研究員数  １人 

９．展覧会の内容 

日本映画初のスター女優、栗島すみ子がデビューした『虞美人草』（１９２１）の幻の断片映像や『マダムと女房』（１９３

１）を生んだ土橋兄弟によるトーキー録音機から、近年の『男はつらいよ』シリーズや『たそがれ清兵衛』（２００２）で使われ

た衣裳小道具まで、松竹や関連機関に現存する資料を集め、常に時代の先端で観客を魅了してきた「松竹映画」独自

の世界を展観した。 

１０．講演会等  実施回数計２回（年度計画記載回数：─）、参加人数計５３人 

・ギャラリートーク２回 

１１．広報     ・印刷物（ポスター１，０００枚、チラシ３５，０００枚）の各美術館・生涯学習施設等への配布、プレス

リリースの発送による新聞・雑誌等への働きかけ。 

・ホームページ及びメールマガジン 

・日本の伝統文化紹介雑誌、美術館・博物館紹介雑誌への情報提供。美術館・博物館へのチラシ

配布。松竹株式会社を通じた広報。 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

全私学新聞（２００６年1月２３日）「松竹創業１１０周年 松竹と映画」 

産経新聞（２００６年１月２５日）「松竹創業１１０周年記念 松竹と映画」 

月刊おとなりさん（２００６年２月号）「展覧会 松竹と映画開催」 

月刊Ｈ（２００６年２月号）「松竹創業１１０周年記念 松竹と映画」展 

日経ＷＯＭＡＮ（２００６年３月号）「松竹創業１１０周年 松竹と映画」 

和のしつらいを楽しむ（２００６年３月２０日発売）「松竹創立１１０周年記念 松竹と映画」 

Ｗｅｂ掲載：４件 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１８年３月２１日～平成１８年３月２６日（６日間） 

②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  ２６件（母集団３，０４２件）有効回答数２５件 

④アンケート結果   ・良い８４．０％（２１件）・普通１２．０％（３件）・悪い４．０％（１件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

当初予定された松竹との共催は実現できなかったが、松竹の協力を得つつ、フィルムセンター独自のネットワークを活用

しながら、同種機関はもとより文学館や個人記念館などのコレクション調査、借用をスムーズに行い、短期間のうちに多彩

な展示品を集めることができた。歴史的な遺産のみならず、近年の人気作品で使用された衣裳や小道具も出品して、観
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覧者の多様な関心に配慮した。 

【見直し又は改善を要する点】 

  創業から数えて１１０年、映画界の参入から数えても８５年におよぶ松竹の歴史と比較すれば、より大規模な展覧会が

開かれてもよいところであるが、松竹との共催が実現しなかったこと、また，これに伴う年間計画の変更によって、準備期間

が正味３ヶ月しか確保できなかったため、縮小化を計らざるを得なかった。 
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特別展示「『浮雲』再現セット」 

 

○方  針 

企画上映「生誕百年特集 映画監督 成瀬巳喜男」の開催にあわせ、７階展示室ロビーで『浮雲』（東宝、１９５５）

再現セットの特別展示を行った。 

 

○実  績 

１．開催期間 平成１７年８月２０日～平成１７年１２月２５日（１０４日間） 

２．会    場 東京国立近代美術館フィルムセンター７階展示室ロビー 

３．共 催 等 協力：世田谷文学館、日本映画・テレビ照明協会、東宝スタジオ、東宝スタジオサービス、多摩美術大

学造形表現学部映像演劇学科、日本デザイナー学院、ライトシップ／大久保賢一、宮武嘉昭、矢内

京子、竹内悦子 

４．出品点数 『浮雲』再現セット １件 

５．入館者数  ４，７６４人（目標入館者数  設定なし／当初計画なし） 

６．入場料金 無料 

７．入場料収入  なし 

８．担当した研究員数  １人 

９．展覧会の内容 

本セットは、成瀬作品『浮雲』で中古智美術監督の助手を務めた竹中和雄氏が当時のスケッチや図面を参考に、ゆ

き子（高峰秀子）の部屋を再現したものである。もとは世田谷文学館の「生誕１００年 映画監督・成瀬巳喜男」展（２０

０５年１月２９日～４月１０日）のために組まれたものを、あらためてフィルムセンターの施設に合わせ再生・移築した。会場

では、やはり『浮雲』で照明助手を務めた小嶋眞二氏が照明機材の展示を手がけ当時のセット撮影の雰囲気を再現し

たほか、セットの解体搬出作業などの記録映像を放映して映画美術という仕事の一端を紹介した。 

１０．講演会等  なし 

１１．広報     ・館内掲示 

・ホームページ及びメールマガジン 

・日本映画・テレビ美術監督協会ホームページでの告知 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

産経新聞（２００５年９月２９日）「名作支えた『美術』の存在」（堀晃和） 

朝日新聞（２００５年１０月１４日）「成瀬映画『浮雲』セットを復元」（斉藤勝寿） 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年８月１６日～平成１７年８月１８日（３日間） 

                平成１７年１０月４日～平成１７年１０月９日（６日間） 

                平成１７年１１月１２日～平成１７年１１月１８日（６日間） 

                平成１７年１２月２０日～平成１７年１２月２５日（６日間） 

②調査方法    入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

③アンケート回収数  ８８件（母集団４，７６４件）有効回答数８７件 

④アンケート結果 ・良い７９．３％（６９件）・普通１８．４％（１６件）・悪い２．３％（２件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

世田谷文学館の展覧会に合わせて組まれたセットを再利用することにより、コストを最小限に抑えつつ成果を上げるこ

とができた。同時に、２館で独立していた成瀬巳喜男関連企画がセットの展示を通して連携することとなり、同監督の「生

誕百年」を強く印象づけることができた。なお、同セットは世田谷文学館での会期終了後解体される予定であったが、フィ

ルムセンターでの公開を機にセットの再利用を希望する声が大学や博物館施設から寄せられ、長期の保存に寄与した。

【見直し又は改善を要する点】 

来館者の理解を助けるため、ゆき子の部屋が登場する『浮雲』のシークエンス（動画）を会場内で流すことが理想的で

あったが、スケジュールの都合上、映画会社との権利的な交渉などまでは実現できなかった。 
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優秀映画鑑賞推進事業 

 

○方  針 

「優秀映画鑑賞推進事業」は、文化庁とフィルムセンターが日本映画製作者連盟、全国興行環境衛生同業組合連

合会などの協力のもと、全国各地の公立文化施設などと共同して、優れた日本映画の良質な３５㎜プリントを提供する

巡回上映事業である。この上映を機会に、各地で開催されている映画祭や恒常的な上映会の取り組みがより発展し、

スクリーンを通して映画を鑑賞する習慣が定着していくことを目指すものである。 

 

○実  績 

１．開催期間    平成１７年７月２日から平成１８年３月１３日までの間 

２．会    場    広島県、鹿児島県を除く全国４５都道府県の１８１会場 

３．主    催    文化庁、東京国立近代美術館フィルムセンター 

協    力    社団法人日本映画製作者連盟、全国興行生活衛生同業組合連合会 

   そ の 他    各開催会場において協力等の団体あり 

４．出品点数    ２２プログラム（各４作品、計８８作品） 

５．入館者数    入館者数計８６，７５３人 

６．入場料金    成人１人１回５００円以内 

７．入場料収入    －  円 

８．担当した研究員数       ２人 

９．展覧会の内容 

平成１７年度の上映作品は、日本映画史上に残る名作、監督や年代を代表する作品、大きな話題となった娯楽作

品など、１プログラム４作品、全２２プログラム８８本と過去最高の構成とした。プログラム内容については、文化庁による

「子どもの映画鑑賞支援事業」の実施に伴い、親子プログラムという枠をはずすと同時に、実施を希望する公立文化施

設等がプログラムを選びやすいように、より明確に監督別、年代別、ジャンル別などで作品をまとめる工夫をした。また、アン

ケートは全会場同一のもので集計することにした。 

１０．広報  各実施会場で実施 

１１．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年７月２日～平成１８年３月１３日 

②調査方法  アンケート用紙を配布し、集計されたものを各会場より回収する 

③アンケート回収数  １７，９１６件（母集団８６，７５３件）有効回答数１５，３０９件 

④アンケート結果   ・良い９１．１％（１３，９４０件）・普通６．８％（１，０５０件）・悪い２．１％（３１９件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

  観客層は６０歳代を中心に中高年者が多く、上映される番組は、主に日本映画の古典的な名作や大ヒット作品が選

ばれる傾向が強い。ただし、近年は映画祭や定期的な上映活動の一環として、特色のある作品を選んだり、地元にゆか

りのある作品や映画人を顕彰したりする例も増えている。親子プログラムに対しては例年どおり、スクリーンで映画を見る楽

しさを実感したという感想が多く寄せられた。 

１７回目となる平成１７年度は、広島、鹿児島の２県において開催がなかったため、全国４５都道府県で実施したが、

会場数は昨年度より１３会場増の全国１８１会場（内新規３１会場）での実施となり、会場数は過去最高を記録した。

なお、２件が中止となった（島根県出雲市：地元映画館との調整不良のため／大分県別府市：指定管理者制度導入

により主催団体の変更が生じたため）。また、プログラムをより選びやすく再編成したことにより、各会場からの希望及び実

施した数にこれまで以上の格差が生まれ、１プログラムは実施を見送ることにした。期間中の入館者数は総計で８６，７５

３人にのぼり、過去最高を記録した。 

本事業に使用するプリントは巡回用のため、その損傷も激しいことから、事業実施期間外及び年末年始におけるプリン

トの十分なチェックと安全保護をより確実に行うために、フィルムセンターにおけるプリントの搬出入と検品を相模原分館で

行うことにより、その態勢を安定、強化した。 

【見直し又は改善を要する点】 
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  当事業の現行の巡回システムでは、プリントがフィルムセンターのチェックを経ないまま長期間会場を移動することに加

え、新規実施会場にはフィルムの扱いに不慣れなところもあるため、プリントに断裂が生じるなど、上映に支障を生じるトラ

ブルが起きる可能性がある。また、事業への取り組み方、映画会社や地元の映画館との関係などにより、実施会場にか

なりの偏りが生じている。そのため、来年度は、文化庁の「日本映画・映像」振興プランによる上映支援事業などの進展

を見すえつつ、優れた日本映画の広範な普及と良質なプリントの提供を常に両立できるようなフィルム貸与制度の研究を

進める一方、当事業の実務については外部委託を検討し、事業全体の見直しを進めていきたい。 
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（２）貸与・特別観覧の状況 

中期計画 

（２） 収蔵品については、その保存状況を勘案しつつ、国内外の博物館・美術館その他これに類する施設に対し、貸与

及び特別観覧を積極的に推進する。 
 

○実  績 

貸与・特別観覧の件数 

（１）映画フィルム 

①貸       与    ４５件（２２７本）（内共催事業によるもの４件８２本） 

    ②特別映写観覧    ９５件（２３２本） 

    ③複 製 利 用    ３６件（ ５９本） 

（２）映画関連資料 

    ①貸       与     ７件（ ５７点）  

    ②特 別 観 覧    ４７件（２９１点）  

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

（１）映画フィルム 

国内外の主要映画祭やＦＩＡＦ加盟機関などを対象に、主に映画保存活動の啓発を目的として行われる所蔵フィル

ムの貸与は、ニューヨーク近代美術館における日本映画名作選（５２本）、ポルデノーネ無声映画祭における日本映画

特集（２２本）、コミュニティシネマ支援センターによる成瀬巳喜男監督作品巡回事業（４本を２回）の共催事業における

館外上映を含め４５件、その貸出フィルム数は２２７本に上り、昨年度に比べ１１３本増と大幅に増加した。共催事業

以外では、国外では、パシフィック・フィルム・アーカイブ（２１本）、シネマテーク・フランセーズ（２２本）、台湾国家電影資

料館（１２本）で行われた日本映画の特集にフィルムを貸与するとともに、メルボルン、ヴェネツィア、ニューヨークなど主要

な映画祭での日本映画特集に貸与を行った。国内ではＦＩＡＦ機関である福岡市総合図書館ならびに山形国際ドキュ

メンタリー映画祭、東京日仏学院、横浜美術館などの企画上映にフィルムを貸与した。また、昨年度に続き、文化庁

主催による韓国ソウルでの日本映画上映にも４本の貸与を行った。 

大学等の教育機関や研究機関、映画やテレビの制作会社、日本映像職能連合の加盟団体、出版社などの組織

を対象に行われている特別映写観覧は、９５件を実施し、２３２本を上映した。また、テレビ番組の制作会社や著作権

を持つ映画会社などに対し所蔵フィルムからの複製を認める複製利用は、件数として３６件、フィルム本数としては５９

本であった。 

（２）映画関連資料 

映画関連資料については貸与、出版物等への図版提供を以下のとおり行い、映画の専門分野のみならず人物の

顕彰や地域振興も含め幅広い出版・行事に貢献した。 

展示施設等を対象とする貸与では、衆議院事務局憲政記念館で開催された「明治の外交と議会政治特別展―

日ロ講和１００年―」や杉並アニメーションミュージアムの「日本のアニメをつくった２０人」特別展、姫路文学館の「はり

ま・シネマの夢――銀幕を彩る映画人たち」、東京オペラシティアートギャラリーの「武満徹 ―― Visions in Time」など

７つの展覧会に対し、映画ポスターや撮影台本を中心とする関係資料計５７点の貸与を行った。 

出版や放送などに対しては海外からの申請４件を含む計４７件の申請に対し、２９１点の図版提供や撮影の許可を

行った（上映用フィルム貸与に伴う写真図版の提供を除き、資料複写５件１２６点を含む。）。これらには雑誌復刻への

原本提供や、映画会社による自社保存用スチル写真素材の作成、大学による大規模な資料の熟覧などが含まれて

いる。              

【見直し又は改善を要する点】 

（１）映画フィルム 

映画フィルムの貸与及び複製利用は、他に保存する同一作品フィルムがあるなど損傷等のリスクを許容し得るフィル

ムについて行うことが前提だが、著作権者が不明な場合や、著作権者によっては許諾手続きが複雑な場合があり、結

果として承諾を受けるのに相当時間を要することがある。今後とも著作権者との間でより迅速な許諾手続きについて検

討を重ねていく必要がある。 
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（２）映画関連資料 

昨年度同様、貸与や特別観覧による資料の公開に当たっては、権利関係に問題が生じないよう慎重な対応が必

要であるが、映画に関わる資料については様々な著作権法上の解釈があり、明確なルールが確立されていない。それ

が、コレクションの積極的な活用の足かせになっており、業務の定型化による効率化を難しくしている。 

また、事務手続きの簡略化についても、引き続き検討していきたい。 

＊添付資料 

 ①貸与件数の推移 （事業実績統計表 p.8） 

 ②特別観覧件数の推移 （事業実績統計表 p.9） 
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３．調査研究 

中期計画 

（１）-１ 調査研究が、収集・保管・修理・展示、教育普及その他の美術館活動の推進に寄与するものであることを踏ま

え、国内外の美術館・博物館その他これに類する施設及び研究機関とも連携等を図りつつ、次に掲げる調査研究を

積極的に実施する。 

   〈１〉収蔵品に関する調査研究 

   〈２〉 美術作品に関する調査研究 

   〈３〉 収集・保管・展示に関する調査研究 

   〈４〉 美術史、美術動向、作者に関する調査研究 

   〈５〉 世界の映画作品や映画史に関する調査研究等 

（１）-２ 国内外の美術館・博物館その他これに類する施設の職員を、客員研究員等の制度を活用し招聘し、研究交

流を積極的に推進する。 

（２） 調査研究の成果については、展覧会、美術作品の収集等の美術館業務に確実に反映させるとともに、研究紀

要、学術雑誌、学会及びインターネットを活用して広く情報を発信し、美術館に関連する研究の振興に供する。また、

各種セミナー・シンポジウムを開催する。 
 

○実  績 

１．調査研究 

（１）収蔵品の調査研究 

・日本のニュース映画の調査研究 

（２）展覧会のための調査研究 

・稲垣浩監督に関する調査研究 

・豊田四郎監督に関する調査研究 

・国内外で発掘される映画作品の背景に関する調査研究 

・成瀬巳喜男監督に関する調査研究 

・ポーランド映画史と現代ポーランド映画に関する調査研究 

・斎藤寅二郎監督と野村浩将監督に関する調査研究 

・中川信夫監督に関する調査研究 

・兪賢穆監督と韓国映画史に関する調査研究 

・ドイツ映画史とオーストリア映画史に関する調査研究 

・児童・生徒向けの映画教育に関する調査研究 

・俳優尾上松之助に関する調査研究 

・ポーランドの映画ポスターに関する調査研究 

・松竹の歴史とその映画資料に関する調査研究 

・松竹映画に関する調査研究 

（３）保存・修理に関する調査研究 

・国内の同種機関、研究機関との提携による映画フィルムの保存と修復に関する調査研究 

・アジア諸国の映画保存、アーカイブについての調査研究 

・染色フィルムの修復に関する調査研究 

・デジタル技術を用いた映画フィルムの修復に関する調査研究 

・ナイトレート・フィルムの保存と修復に関する調査研究 

・１９２０年代から３０年代のドイツ・オーストリア映画の保存と修復に関する調査研究 

（４）研究活動の活用等 

フィルムセンターの調査研究の成果は、隔月で発行している「ＮＦＣニューズレター」に掲載した。ＮＦＣニューズレタ

ーは、大学等の研究機関、図書館等の団体と映画研究者や評論家等の約７００件に配布し、研究者等の参考に

資している。 

（５）特別映写観覧等による外部への研究協力 

      大学等の映画に関する研究・教育等及び映画製作等のための調査への協力の一つとして特別映写観覧の機
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会を提供している件数は９５件、作品数は２３２本で、昨年度に比べ件数は５件、作品数は３７本の増加を示し

た。この制度を活用して、平成１７年度は昨年度に引き続き、東京藝術大学の映像・舞台芸術実験授業、ＮＰＯ

法人映画美学校が主催する映画上映専門家養成講座の上映講義、明治学院大学文学部芸術学科の授業、

京都造形芸術大学通信教育部の授業への協力を継続するとともに、新たに文化庁が主催する芸術系大学・学部

学生を対象とした特別講義に対し、定期的な協力を行った。また、一橋大学、名古屋大学、東北大学、千葉大

学、お茶の水女子大学などの映画等研究者にも、論文執筆や研究発表の一助として、特別映写観覧の機会を

提供した。その他、協同組合日本映画撮影監督協会、社団法人映像文化製作者連盟、ＮＰＯ法人日本映画

映像文化振興センター等映画関連団体の研修への協力や、日本放送協会、讀賣テレビ放送、日活などによる映

画・映像作品の製作に際し、映画・テレビ製作会社等への協力を行った。 

２．客員研究員等の招聘実績（年度計画記載人数：４人） 

（１）所蔵映画フィルムの総合的なデータ分析とカタログ及び目録作成 

     客員研究員氏名：北小路隆志（評論家） 

     研究内容：戦前期の所蔵日本ニュース映画の目録作成のために、各プリント内容の調査研究、データの集積及び

必要に応じて不足データの補充と、データベースとして全体の統一を図るための調査研究。 

    客員研究員氏名：紙屋牧子（映画研究者） 

    研究内容：所蔵日本文化・記録映画の目録作成に向けて、データ化のための分析、データ収集、不足分データ

の補充のための調査研究。 

（２）展示企画に関わる資料の調査 

      客員研究員氏名：田中眞澄（映画史家） 

      研究内容：展示企画「松竹創業１１０周年記念 松竹と映画」及び来年度実施予定の展示企画の開催のた

め、映画史・近代文化史に関わる資料の調査・分析及び企画立案に関連する研究。 

（３）外国映画に関する事業等の企画の共同研究 

      客員研究員氏名：溝口彰子（フリー翻訳者） 

      研究内容：来年度に実施する上映事業にかかわる調査、及びＦＩＡＦ加盟の同種機関との映画史的、アーカイブ

的な事例に関する調査等。 

３．調査研究費   予算額 ４５，４８２，０７９円     決算額 ５１，０６１，１４８円 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

「発掘された映画たち２００５」の実施に関する調査研究においては、褪色したフィルムをデジタル復元する研究を行った

ほか、近年発見されたフィルムのなかでタイトルや製作年が不明だったものを文献調査などによって同定することができた。

さらに、上映作品『銀輪』を監督した松本俊夫氏から製作過程の情報提供を得ることができた。 

「韓国リアリズム映画の開拓者 兪賢穆監督特集」の実施に関する調査研究については、韓国映像資料院で事前調

査を行うと共に、兪監督本人にインタビューを行うことで企画開催に必要な情報を収集した。 

その他、群馬県総務局地域創造課と群馬県教育委員会義務教育課が全国に先駆けて主催する、群馬県の公立

小学校における映像教育の実践を視察することによって、映画教育に関する最新の知見を得ることができた。 

「尾上松之助と時代劇スターの系譜」と「ポーランドの映画ポスター」展の実施に関する調査研究においては、ギャラリー

トークの一部を外部の研究者に依頼することによって、より幅広い専門知識を得ることができたと同時に、研究者相互の

交流が活発化する結果となった。 

福岡市総合図書館映像資料課との共同作業により、長篇アニメーション『バグダッド姫』（１９４８）の「最良版」を作成

するというフィルム・アーカイブ同士の共同研究も積極的に実施した。 

近年、国内の大学やその他の団体が映画研究のために施設見学及び特別映写観覧を利用することが多くなってきて

おり、その結果、国内外の研究者間の情報交換や交流が今後の映画研究に役立つ結果となっている。 

また、映画・映像製作会社が、テレビ・ＤＶＤ等において所蔵フィルムを複製利用することを前提に、調査研究のために

特別映写観覧を行うことが増加している。これにより、提供するフィルム数が大きな伸びを示すとともに、所蔵フィルムの資

料的、芸術的価値を生かしたテレビ番組等の製作に協力することができた。 

【見直し又は改善を要する点】 

近年、フィルムセンターの所蔵フィルムを国内外のフィルム・アーカイブや映画祭に貸し出す機会が増加しており、カタログ

への執筆協力や所蔵フィルムについての専門的知識を提供することがますます重要になってきている。今後は、それらの協
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力要請に迅速に対応できるよう、日本映画史の研究及びフィルム保存研究をより一層充実させることを検討していく。 

＊添付資料 

調査研究一覧（事業実績統計表 p.55） 
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４．教育普及 
 
中期計画 

（１）-１ 美術史その他の関連諸学に関する基礎資料及び国内外の美術館・博物館に関する情報及び資料について

広く収集し、蓄積を図るとともに、レファレンス機能の充実を図る。 

（１）-２ 収蔵品等の美術作品その他関連する資料の情報について、長く後世に記録を残すために、デジタル化を推進

する。 

（１）-３ 国内外の美術館等との連携を強化するとともに、資料室等の整備・充実を図る。 

（２） 新学習指導要領、完全学校週５日制の実施等を踏まえ、学校、社会教育関係団体と連携協力しながら、児童

生徒を対象とした美術品解説資料等の刊行物の作成、講座、ワークショップ等を実施することにより、美術作品等へ

の理解の促進、学習意欲の向上等を促し、心の教育に寄与するような教育普及事業を推進する。 

    また、児童生徒を対象とした事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者

数の確保に努める。 

（３） 美術作品に関し、その理解を深めるような講演会、講座、スライドトーク及びギャラリートーク等を実施する等、生涯

学習の推進に寄与する事業を行う。 

    それらの事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者数の確保に努める。

  また、その参加者に対しアンケートを行い、回答数の８０％以上から、その事業が有意義であったと回答されるよう内容

について検討し、さらに充実を図る。 

（４）-１ 美術館・博物館関係者等を対象とした研修プログラムについて検討、実施する。 

（４）-２ 全国の公私立美術館等の学芸担当職員（キューレーター）の資質を向上し、専門性を高めるための研修を実

施し、人材養成を推進する。 

（４）-３ 公私立美術館・博物館等の展覧会の企画に対する援助・助言を推進する。 

（４）-４ 公私立美術館・博物館等が実施する研修会への協力・支援を行うとともに、情報交換、人的ネットワークの形

成に努める。 

（５）-１ 収集、保管、修理、展示、教育普及、調査研究その他の事業について、要覧、年報、展覧会図録、研究論

文、調査報告書等の刊行物、ホームページ、またはマスメディアを利用して広く国民に積極的に広報活動を展開すると

ともに、国立美術館への理解の促進を図る。 

    また、その内容について充実を図るよう努力するとともに、４館共同による広報体制の在り方について検討を行う。 

（５）-２ 国内外に広く情報を提供することができるホームページについては、教育普及など多様な活用ができるようコンテ

ンツを工夫し、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度のアクセス件数以上となるよう努力する。 

（５）-３ デジタル化した収蔵品等の情報について、美術情報システム等により広く積極的に公開するとともに、その利用

方法について検討する。また、デジタル情報の有料提供についての方策を検討する。 

（６）-１ ボランティア等や支援団体を育成し、ボランティア等と連携協力して展覧会での解説など国立美術館が提供す

るサービスの充実を図る。 

（６）-２ 企業との連携等、国立美術館の業務がより充実するよう今後の渉外活動の方針について検討を行う。 

 

○方  針 

１．資料収集及びレファレンス機能の充実 

図書室では、我が国で刊行された映画関係の図書をできる限り収集し、閉架式閲覧サービスを行うとともにコピーサ

ービスを実施する。なお、新刊雑誌や利用度の高い基礎文献・雑誌については開架で閲覧できるスペースを整備する。
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２．映画鑑賞を通じてこどもたちの幅広い人間形成に資することを目指す。 

３．講演会等の実施 

国際映画シンポジウムでは、映画を巡る様々な課題を取り上げることで、映画史研究に新しい視点を提供すること

目指し、上映会又はフィルム・アーカイブ活動に因んだ講演会等の実施により、広く映画に関する理解を深める。 

４．博物館実習等を行うことにより、将来の映画研究者等を育成する。 

   大学生を対象とした博物館実習や、主に大学院生を対象としたインターンシップ制度を実施することにより、映画文

化に関心をもつ人材の専門的知識の向上と職業意識の育成を行う。 

５．次の発行事業を実施し、広報活動の充実を図る。 

・「優秀映画鑑賞推進事業」鑑賞の手引きの発行 

・展示室での展示企画のチラシ 

・展示室での展示作品の出品リスト 

・講演会チラシ 

・「ＮＦＣニューズレター」の発行  隔月刊  ６冊 

・企画上映のための「ＮＦＣカレンダー」を発行  企画毎発行 

・「こども映画館」チラシ 

６．ホームページを活用し、フィルムセンターの概要、企画上映を含む活動一般などの情報の公開に努めるほか、職員及

びインターン募集などにも積極的に活用して広く公衆への普及及び広報を図る。 

    また、ホームページで発信できる情報についての検討を行い、できるものから順次更新を図る。 

 

○実  績（総括表） 

（１）-１ 資料の収集及び公開 

①収集件数（図書） １，８１６冊（平成１７年度間） 

      ②公開場所（図書）  フィルムセンター図書室 

      ③利用者数（図書） ３，０４１人 

（１）-２ 広報活動の状況 

      ①刊行物による広報活動 

      ②ホームページによる広報活動 

      ③マスメディアの利用による広報活動 

（１）-３ デジタル化の状況 

      所蔵映画フィルムについてのデータベース構築のための作品タイトル及び監督等のスタッフ、出演者等のキャストや

フィルムの長さ等のデータ等を文字情報としてデジタル化を実施。 

（２）-１ 児童生徒を対象とした事業 

      ①小・中学生を対象とした「こども映画館」の実施   ２回 ２１０ 人 

      ②相模原分館における児童生徒を対象とした上映会   ２回 ２２９ 人 

（２）-２ 講演会等の事業 

      ①シンポジウム １回 ３１０人 

②講演会 １回（３プログラム） ４３４人 

③ギャラリートーク ９回 ３８１人 

（３）-１ 研修の取組 
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      実績なし 

（３）-２ 大学等との連携 

      博物館実習生の受入れを実施。 

     平成１７年度より主に大学院生を対象としたインターンシップ制度を実施。 

（３）-３ ボランティアの活用状況 

      ７階展示室での映画の歴史等の解説やこども向け上映会での解説へのボランティア等との連携協力を検討した。

（４）  渉外活動 

      昨年度に引き続き「こども映画館」へ参加したこどもたちへの記念品の提供について企業から協力を受けて実施し

た。また、展示映像の著作権者として映画製作者からの協力を受けた。 

（５）  教育普及経費    予算額 ５８，０１８，４６１円    決算額 ５０，００１，０５２円 

（６）  その他 

      博物館実習生の受入等の教育普及事業を実施した。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

平成１７年度の「こども映画館」では、上映企画と展示企画を連動させた昨年度からの新形式を発展させ、参加申込

制による本格的な「映画教育プログラム」となった。このことは、今後の児童・生徒向け企画の活性化を促すとともに、全

国的な「映画教育」の機運の高まりを先導する映画鑑賞教育事業のモデルケースとなっている。講演会などの事業では、

上映・展示企画に密接に関連したシンポジウム・講演会をそれぞれ実施し、各企画内容の深い理解に資することができ

た。また、広報面では、雑誌などへの企画情報の掲載が大幅に増加し、フィルムセンターの存在感を強めた。 

【見直し又は改善を要する点】 

映画教育機関の設立が相次いでいる状況に鑑み、「映画製作専門家養成講座」は昨年度の第８回をもって見直し

となり、平成１７年度は実施しなかった。しかし、今後も将来の映画製作を担う学生や若手の映画製作関係者が３５㎜

フィルムで過去の作品を鑑賞するための環境整備は重要であり、平成１７年度は教育機関の申し込みによる特別映写

観覧のより積極的な受入れという形でそれに対応した。アーカイブとしてのフィルムセンターが新たに人材養成に貢献できる

方策は引き続き検討の対象である。また、アーカイブとしてのフィルムセンターらしい研修事業として、映画アーキビストの養

成を目指す講座の開講を検討していく。 

渉外活動については、平成１７年度も一部の企業や映画製作者からの協力を受けたが、より積極的にフィルムセンター

業務充実のための企業との連携を目指したい。 

＊添付資料 教育普及件数の推移 （事業実績統計表 p.16） 
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（１）－１資料の収集及び公開（閲覧）の状況 
 

中期計画 

（１）-１ 美術史その他の関連諸学に関する基礎資料及び国内外の美術館・博物館に関する情報及び資料について

広く収集し、蓄積を図るとともに、レファレンス機能の充実を図る。 

 

○実  績 

１．収 集 

①件数 １，８１６件（目標 － 件） 

２．公 開 

      ①公開場所    フィルムセンター図書室（４階） 

      ②公開日数   ２２７日間  

      ③公開件数等 

        ・利用者数    ３，０４１人 

        ・公開資料数  ２６，２１７件 （和書２２，５５２／洋書３，６６５）  

        ・閉架利用件数   ９９７件 

        ・複写利用数   １，０１９件 （１２，７６４枚） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

平成１７年度には、ゆまに書房による復刻版の刊行（「日本映画論言説大系 第３期 活動写真の草創期」に対し、

駒田好洋「活動写真説明書」など明治、大正期の文献４冊の原本提供を行った。また、新たな試みとしては、「国際映

画新聞」及び「昭和十八年 十九年 二十年 映画年鑑」の復刻を、初めてフィルムセンターの監修で行った。前者は無

声映画全盛期から戦中にかけて刊行された業界誌であり、刊行が予定されている全２８４冊のうち、年度内に１１８冊の

提供を行った（刊行はゆまに書房）。後者は戦中未刊行に終わった年鑑の欠落を補うもので、フィルムセンターが所蔵する

手書き原稿をそのまま影印・復刻している（日本図書センターより刊行予定）。なお、「映画年鑑」を除く復刻事業には寄

贈手続きを終えた「みそのコレクション」を底本とするものが多く含まれている。 

【見直し又は改善を要する点】 

資料の公開には、図書室での閲覧をはじめ展示やデータベースによる情報化、貸出や図版提供など、一般の来館者

へのサービスから出版や放送を通して社会への還元を行うケースまで様々だが、資料の収集・整理・保存、公開、データ

ベースの構築といった業務について、全体のバランスを保ちながらそれぞれの改善を少しずつ進めているのが現状であり、劇

的な改善を行うことが難しい。 
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（１）－２  広報活動の状況 
 
中期計画 

（５）-１ 収集、保管、修理、展示、教育普及、調査研究その他の事業について、要覧、年報、展覧会図録、研究論

文、調査報告書等の刊行物、ホームページ、またはマスメディアを利用して広く国民に積極的に広報活動を展開する

とともに、国立美術館への理解の促進を図る。 

    また、その内容について充実を図るよう努力するとともに、４館共同による広報体制の在り方について検討を行う。 

 

○実  績 

１．刊行物による広報 

（１）ＮＦＣニューズレター 

①発行年月日    偶数月発行（発行回数６回、発行部数６冊）（年度計画記載発行回数６回） 

②料金    １部３００円 

③配布先  会場での販売、運営委員等、各都道府県の中央図書館、大学等 

（２）ＮＦＣカレンダー 

（３）平成１７年度優秀映画鑑賞推進事業 鑑賞の手引 

  （４）展覧会出品目録・ガイド 

①「尾上松之助と時代劇スターの系譜」展出品リスト 

②「ポーランドの映画ポスター」展出品リスト 

③「松竹創業１１０周年記念 松竹と映画」展出品リスト 

（５）上映スケジュールの発行 

①フィルムセンター発行 

ア．「松竹創業１１０周年記念 松竹映画探索 １９６０－７０年代」 

②共催者発行 

ア．「ポーランド映画、昨日と今日」 

イ．「第６回東京フィルメックス 特集上映 生誕百年特集 映画監督 中川信夫 ～地獄のアルチザン～」 

（６）図録 

①「EARLY AUTUMN : Masterworks of Japanese Cinema from the National Film Center, Tokyo」（「アーリー・オ

ータム─日本映画名作選（フィルムセンター・コレクションより）」）カタログ（執筆・編集） 

②「日韓友情年２００５ 韓国リアリズム映画の開拓者 兪賢穆監督特集」カタログ 

③ポルデノーネ無声映画祭における日本映画特集のカタログ発行への協力 

（７）その他の広報印刷物 

①展示チラシ（３回） 

②「こども映画館 ２００５年の夏休み」（作品解説及び上映スケジュール） 

③「尾上松之助と時代劇スターの系譜」展セルフガイド 

④「国際映画新聞」復刻版（ゆまに書房刊）監修 

⑤「特別企画 成瀬巳喜男シンポジウム」チラシ 

⑥「尾上松之助 生誕１３０周年記念講演・特別上映会」チラシ 

⑦フィルムセンター紹介パンフレット（１２ｐ版） 

⑧フィルムセンター紹介パンフレット（４ｐ簡易版） 
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２．インターネットを用いた広報 

平成１７年度は、平成１５年度に創刊したフィルムセンターの上映・展示企画や刊行物などの最新情報を電子

メールで提供する「ＮＦＣメールマガジン」の送信先が、年度末の時点で２，５００を数えた。これは昨年度を約８００

上回る数である。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

企画の広報活動としては、上映企画ごとに「ＮＦＣカレンダー」を作成すると共に、展示企画、シンポジウム、講演会、

及び「こども映画館」のチラシを作成し、それらの情報をフィルムセンターのウェブサイトでも公開した。平成１７年度は、企

画の内容に応じた情報掲載の依頼先（新聞・雑誌・ラジオ・テレビなど）の分析と配付、掲載媒体のデータ蓄積など、企

画の効果的な紹介を増強した。また、フィルムセンターの事業紹介媒体としては、隔月刊の「ＮＦＣニューズレター」があ

る。企画関連の記事から映画保存の最新情報までの幅広いテーマを扱い、映画関係者、研究者などに引き続き広く

配布した。「発掘された映画たち２００５」では、記者発表会を開催することで事前の広報を積極的に行った。また、研

究員がテレビやラジオに出演して各企画やフィルムセンターの活動の解説を行った。 

そのほか、修学旅行で東京を訪れる中学生の訪問を積極的に受入れたり、大学で博物館学を受講する学生に対

して、研究員がフィルムセンターの役割と事業を解説するなど、将来の映画観客層にフィルムセンターへの理解の促進に

努めた。 また、「ＮＦＣメールマガジン」を１２回発行し、購読者は昨年度より増加して２，５００名を超えた。 

【見直し又は改善を要する点】 

企画によっては広報活動の開始時期が遅れる場合があった。その反省を踏まえ、各企画の開始日より可能な限り早

い時期から広報活動をはじめることが必要である。また、ホームページにおける各企画の情報提供の充実を図るとともに、

広報活動に対する一般利用者の意見の収集に努め、広報活動の一層の充実に努めたい。 
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（１）－３  デジタル化の状況 
中期計画 

（１）-２ 収蔵品等の美術作品その他関連する資料の情報について、長く後世に記録を残すために、デジタル化を推進

する。 

（５）-２ 国内外に広く情報を提供することができるホームページについては、教育普及など多様な活用ができるようコン

テンツを工夫し、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度のアクセス件数以上となるよう努力する。 

（５）-３ デジタル化した収蔵品等の情報について、美術情報システム等により広く積極的に公開するとともに、その利用

方法について検討する。 

  また、デジタル情報の有料提供についての方策を検討する。 

 

○実  績 

１．所蔵作品のデジタル化 

（１）所蔵映画フィルムについてのデータベース構築のための文字情報のデジタル化を実施。 

①平成１７年度にデジタル化したデータ件数   ２，００８件（目標 － 件） 

    ②平成１７年度末収蔵作品数         ４６，４５８件 

    ③平成１７年度末デジタル化作品数      ４６，４５８件 

    ④今後のデジタル化の対応              毎年収集した映画フィルム数をデジタル化予定 

（２）所蔵映画関連資料についてのデータベース構築のための文字情報のデジタル化を実施。 

    ①平成１７年度にデジタル化したデータ件数    ７，６０９件（ＩＤ付与の作業分を除く） 

    ②平成１７年度末収蔵資料数         約１２５，４９４件（スチル写真及びポスター、撮影台本） 

    ③平成１７年度末デジタル化資料数        ７８，１１６件 

    ④今後のデジタル化の対応            新規収蔵資料のデジタル化と既存の資料の遡及登録をともに行う予定

２．ホームページのアクセス件数 （東京国立近代美術館の件数による） 

３．デジタル化した情報の公開  あり 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

一昨年度のＮＦＣＤ（Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｆｉｌｍ Ｃｅｎｔｅｒ Ｄａｔａｂａｓｅ／所蔵映画フィルム及び所蔵映画関連資料のデータベ

ース検索システム）開発終了に続き、ホームページ上で所蔵フィルム情報の公開を開始した（「所蔵映画フィルム検索シス

テム」）。 

【見直し又は改善を要する点】 

文化庁が着手した「日本映画データベース」の構築に関して、フィルムセンター及びＮＦＣＤとの連携について検討した。
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（２）－１  児童生徒を対象とした事業 

 

中期計画 

（２） 新学習指導要領、完全学校週５日制の実施等を踏まえ、学校、社会教育関係団体と連携協力しながら、児

童生徒を対象とした美術品解説資料等の刊行物の作成、講座、ワークショップ等を実施することにより、美術作品等

への理解の促進、学習意欲の向上等を促し、心の教育に寄与するような教育普及事業を推進する。 

また、児童生徒を対象とした事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者

数の確保に努める。 

 

○実  績 

１．小・中学生を対象とした「こども映画館」の実施 

①２回 

    ②参加者数２１０人 

    ③担当した研究員数  ２人 

２．相模原分館における小・中学校の児童生徒を対象とした上映会 

    ①実施回数  ２回（昨年度実績２回） 

    ②参加者数  ２２９人（昨年度実績  ２１６人） 

    ③担当した研究員数  １人 

    ④事業内容 

・平成１８年２月２８日、相模原市立由野台中学校３年生（上映作品『がんばっていきまっしょい』） 

・平成１８年３月２２日、相模原市立由野台中学校２年生（上映作品『がんばっていきまっしょい』） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

将来の映画観客となる小・中学生を主な観客に想定して、こどもたちに映画の面白さ、とりわけ日本映画の素晴らしさ

を知ってもらい、同時に映像に対する理解力を高め、情操教育にも資するよう企画した「こども映画館 ２００５年の夏休

み」を７月３０日と８月６日に開催した。４年目を迎える「こども映画館」は、映画上映を中心とする企画から、楽しみなが

ら映画のしくみや歴史を理解できる総合的教育プログラムへの転換を図り、映画の上映、研究員による解説、映写室案

内（抽選制）、フィルムに触れる体験コーナー、展示室案内（ギャラリートーク付）などを実施した。今回初めて事前申込制

を採用したが、７月３０日の回は定員の１５１名を上回る応募があった。参加者の多くは親子で参加しており、このことは、

夏休みの体験学習を望む家族に本企画が注目されたことを意味している。また、本企画は「小学校低学年向け」と「小

学校高学年及び中学生向け」に区分して実施したが、このことによって、こどもたちの理解力に合わせた内容を提供するこ

とが可能となった。無声映画の上映時には、映画説明（活弁）と伴奏音楽を導入することで、こどもたちに理解しやすい内

容となり、同時に、日本の映画文化を普及する良い機会となった。また、７月２１日から９月４日までの間は、「尾上松之

助と時代劇スターの系譜」展に関連して、展示資料についてわかりやすく解説したこども向けのセルフガイド（解説カード）を

配付し、８月２４日と８月２７日にはこども向けのギャラリートークを実施した。 

【見直し又は改善を要する点】 

初めての試みであったこども向けギャラリートークは、館内での事前告知、開催直前のメールマガジンでの広報活動など
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を行ったが、参加者が少なかった。今後は近隣の小学校や公民館など、より広範囲に広報活動を実施したい。 

  相模原分館におけるこども向け上映会は、学校からの要請に応じて、相模原市教育委員会を窓口として実施してい

る。市内全域の小・中学校への周知は行われているが、相模原分館近隣の小・中学校からの依頼が顕著であり、上映

回数は年々減少傾向にある。保護者や学校関係者等からの意見を参考にしながら、子どもの生活に適合したスケジュ

ール作り、学校カリキュラムとの連携などを視野に入れた実施方法を検討していく。 
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（２）－２  講演会等の事業 

 

中期計画 

（３） 美術作品に関し、その理解を深めるような講演会、講座、スライドトーク及びギャラリートーク等を実施する等、生

涯学習の推進に寄与する事業を行う。 

   それらの事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者数の確保に努める。 

   また、その参加者に対しアンケートを行い、回答数の８０％以上から、その事業が有意義であったと回答されるよう内

容について検討し、さらに充実を図る。 

 

○実  績 

１．シンポジウム 

    ①開催日時：平成１７年８月２０日（土）午後２時から午後６時 

           （第１部：映画上映（有料） 午後２時～／第２部：トーク・セッション(無料) 午後４時半～） 

    ②開催場所：東京国立近代美術館フィルムセンター大ホール 

    ③講    師：聞き手＝山根貞男（映画評論家） 

ゲスト＝小谷承靖（映画監督）、福沢康道（撮影監督）、竹中和雄（美術監督） 

   ④テ ー マ ：「特別企画 成瀬巳喜男シンポジウム」 

２００５年に生誕１００年を迎えた成瀬巳喜男監督の業績を顕彰するため、成瀬監督の生誕日である８月２０日

に、関連映画作品（『成瀬巳喜男 記憶の現場』（２００５）及び『キャメラマン 玉井正夫』（２００５））の上映を行

い、成瀬作品の製作スタッフであった映画人を招聘して成瀬巳喜男とその作品にまつわるエピソードを語るという形

式でのシンポジウムを実施した。 

    ⑤参加人数：３１０名  

（第１部：映画上映３１０名／第２部：トーク・セッション３１０名）＊入れ替え２７名 

２．講演会 

①開催日時：平成１７年９月１０日（土）午前１１時から午後６時４０分 

        （プログラム１：午前１１時～／プログラム２：午後２時～／プログラム３：午後５時～） 

    ②開催場所：東京国立近代美術館フィルムセンター大ホール 

    ③講    師：プログラム１ 児玉竜一（日本女子大学文学部助教授） 

プログラム２ 冨田美香（立命館大学文学部助教授） 

プログラム３ 小松弘（早稲田大学文学学術院教授） 

④テ ー マ ：「尾上松之助 生誕１３０周年記念 講演・特別上映会」 

プログラム１ 「歌舞伎役者としての尾上松之助」 

                      *講演後に『史劇 楠公訣別』『忠臣蔵』『実録 忠臣蔵』を上映 

プログラム２ 「“目玉の松ちゃん”の功績」 

                      *講演後に『豪傑児雷也』『弥次喜多 善光寺詣りの巻』を上映 

プログラム３ 「映画俳優 尾上松之助」 

                      *講演後に『渋川伴五郎』を上映（弁士：澤登翠、伴奏：村井音文） 

２００５年に生誕１３０周年を迎えた尾上松之助の業績を顕彰するため、９月１２日の尾上松之助の生誕日にあ
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わせ、現存する松之助主演のフィルムを可能な限り集めて上映するとともに（一部弁士付き）、第一線の研究者た

ちを講演者として招き、日本最初の映画スターの業績を様々な角度から検証した。 

    ⑤参加人数：４３４名（延べ） 

    （プログラム１:１２０名／プログラム２：１５９名／プログラム３：１５５名） 

３．ギャラリートーク 

（１）「尾上松之助と時代劇スターの系譜」展 

①開催回数：５回（平成１７年５月２１日、６月２５日、７月２３日、８月２７日、９月２４日の各土曜日） 

   ②開催場所：東京国立近代美術館フィルムセンター７階展示室 

    ③講    師：１回目：入江良郎（フィルムセンター主任研究官） 

２回目：板倉史明（フィルムセンター研究員） 

               ３回目：大矢敦子（立命館大学ＣＯＥ推進機構客員研究員） 

４回目：田中眞澄（映画史家・フィルムセンター客員研究員） 

５回目：田島良一（日本大学芸術学部教授） 

    ④参加人数：計２５６人（平均５１人） 

（２）「ポーランドの映画ポスター」展 

    ①開催回数：２回（平成１７年１１月２６日、１２月２４日の各土曜日） 

   ②開催場所：東京国立近代美術館フィルムセンター７階展示室 

    ③講    師：１回目：久山宏一（ポーランド研究者） 

２回目：今井良朗（武蔵野美術大学教授） 

    ④参加人数：計７２人（平均３６人） 

（３）「松竹創業１１０周年記念 松竹と映画」展 

    ①開催回数：２回（平成１８年２月２５日、３月１８日の各土曜日） 

   ②開催場所：東京国立近代美術館フィルムセンター７階展示室 

    ③講    師：１回目：田中眞澄（映画史家・フィルムセンター客員研究員） 

２回目：田中康義（映画監督） 

    ④参加人数：計５３人（平均２７人） 

４．アンケート結果 

（１）講演会等 

①シンポジウム  ７２件（母集団３１０件）有効回答数６５件 

・良い８６．２％（５６件）・普通１２．３％（８件）・悪い１．５％（１件） 

②講演会  ９１件（母集団４３４件）有効回答数７３件 

・良い８３．６％（６１件）・普通１１．０％（８件）・悪い５．５％（４件） 

③合計  １６３件（母集団７４４件）有効回答数１３８件 

・良い８４．８％（１１７件）・普通１１．６％（１６件）・悪い３．６％（５件） 

（２）ギャラリートーク 

①「尾上松之助と時代劇スターの系譜」展  ４２件（母集団２５６件）有効回答数４０件 

・良い７７．５％（３１件）・普通２０．０％（８件）・悪い２．５％（１件） 

②「ポーランドの映画ポスター」展  １２件（母集団７２件）有効回答数１２件 

・良い７５．０％（９件）・普通１６．７％（２件）・悪い８．３％（１件） 
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③「松竹創業１１０周年記念 松竹と映画」展  １１件（母集団５３件）有効回答数１１件 

・良い８１．８％（９件）・普通１８．２％（２件）・悪い０％（０件） 

④合計  ６５件（母集団３８１件）有効回答数６３件 

・良い７７．８％（４９件）・普通１９．０％（１２件）・悪い３．２％（２件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

成瀬巳喜男関連のシンポジウムは、出席予定の石井輝男監督が開催直前に逝去したために出席者が聞き手の他に

３名となったが、これまで知られていなかった成瀬巳喜男監督のエピソードを参加者に提供することができ、定員の３１０名

を超える観客が集まった。今回はシンポジウムの中で、フィルムセンターでの上映が初公開となる１本を含む２本の成瀬巳

喜男関連の記録映画を上映した。 

尾上松之助関連の講演会では、新たに映画上映との組み合わせを試み、弁士と伴奏付きの上映も行った。これによ

り鑑賞者の理解を深めることができたと考える。 

また、昨年度に引き続いて展示企画に関連したギャラリートークを実施した。昨年度は計３回であったが、平成１７年

度は３倍の計９回を実施した。今回は研究員だけでなく外部の専門家や研究者を招いて展示資料の解説を行うことで、

より幅の広い専門的な知識を参加者に提供することができた。 

【見直し又は改善を要する点】 

シンポジウム時に、当初用意していた必要な関係者席の数を上回る関係者の来館があったため、入館者数の把握に

時間を要した。今後は関係者の人数を的確に把握して調整するとともに、一般観覧者への配慮を徹底したい。 
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（３）－１  研修の取組 

 

中期計画 

（４）-１ 美術館・博物館関係者等を対象とした研修プログラムについて検討、実施する。 

（４）-２ 全国の公私立美術館等の学芸担当職員（キューレーター）の資質を向上し、専門性を高めるための研修を実

施し、人材養成を推進する。 

（４）-３ 公私立美術館・博物館等の展覧会の企画に対する援助・助言を推進する。 

（４）-４ 公私立美術館・博物館等が実施する研修会への協力・支援を行うとともに、情報交換、人的ネットワークの形

成に努める。 

 

○実  績 

１．映画製作専門家養成講座 

実績なし 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

実績がないため該当なし。 

【見直し又は改善を要する点】 

映画製作専門家養成講座は、大学等で同様の講座が開設されてきていることを受けて見直し行い、実施しなかっ

た。ただし、今後も将来の映画製作を担う学生や若手の映画製作関係者が良質な上映プリントで過去の作品を鑑賞す

るための環境整備は重要であり、引き続き特別映写観覧による大学・専門学校等外部機関との連携を図っていく。 

また、一般にはフィルム・アーカイブの役割が必ずしも浸透していないことから、フィルム・アーカイブとしてのフィルムセンター

の役割として、映画保存の専門家を養成する事業について新たに検討を開始したい。 
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（３）－２  大学等との連携 

 

○実  績 

１．博物館実習生の受入れ 

①受入期間  平成１７年７月２７日～平成１７年７月３１日（５日間） 

    ②開催場所  フィルムセンター及び相模原分館 

    ③参加者数  １２人（昨年度実績１６人） 

    ④担当した研究員数    ６人 

    ⑤事業内容  講義・館内見学・映画資料整理 

２．インターンシップ制度の実施（※平成１７年度からの新規事業） 

   ①研修期間 平成１７年１０月１日～平成１７年１２月２８日 

   ②開催場所 フィルムセンター 

   ③参加者数 １人 

   ④担当した研究員数 ２人 

   ⑤事業内容 映画文化に関心を持つ人材の専門的知識及び技術の向上を図り、主体的な職業選択能力や職

業意識、勤労観を育てることを目的として、フィルムセンターにおける実務研修を実施した。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

  平成１７年度は９大学より１２名の実習生を受入れ、フィルム・アーカイブの理念、フィルムセンターの歴史と運営、３つの

係(映画係、企画・普及係、情報・資料係)の役割、相模原分館におけるフィルム保存の実際、フィルムの種類とその取り

扱い方法などを講義するとともに、実習としてフィルム缶のラベル作成、スチル写真とポスターの整理・データベース入力作

業、上映企画の広報資料の整理に当たらせた。網羅的な映画の収集・保存・復元を行うフィルム・アーカイブ活動の重

要性を講義するとともに、具体的な資料整理や入力作業などの実務体験も充実させたことにより、効果的な実習になっ

た。 

平成１７年度は、以前から要望のあったインターンシップ制度を、主に映画映像を学ぶ大学院生を対象として年度途

中から新規に整備し、カリフォルニア大学ロサンゼルス校から１名を受入れて実施することができた。 

【見直し又は改善を要する点】 

インターンシップ制度については、受入れ体制の整備等を行い、年間を通して計画的に実施していきたい。 
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（３）－３  ボランティアの活用状況 

 

中期計画 

（６）-１ ボランティア等や支援団体を育成し、ボランティア等と連携協力して展覧会での解説など国立美術館が提供す

るサービスの充実を図る。 

 

○実  績 

１．登録人数 

    なし 

２．活動内容 

    なし 

３．今後の取り組み 

   ７階展示室の映画部門専有化に伴う映画の歴史等の解説や、「こども映画館」における上映前トークなどを行うボラ

ンティアの導入について検討した。 

 

○自己点検評価 

  東京国立近代美術館本館及び工芸館での活動状況を踏まえて、７階展示室での解説や「こども映画館」での解説

ボランティア等導入の検討を行っていきたいと考えているが、フィルムセンターは、大衆芸術である映画（娯楽）を取り扱って

いるため、東京国立近代美術館本館及び工芸館と異なり、アート・ミュージアムにおけるボランティアのスタイルとして一般

的になっている作品解説ボランティアは馴染み難く、この点を考慮に入れた導入について検討を行っていきたい。 
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（４）渉外活動 

 

中期計画 

（６）-２ 企業との連携等、国立美術館の業務がより充実するよう今後の渉外活動の方針について検討を行う。 

 

○実  績 

１．企業等との連携 

①共催上映の実施 

・「ポーランド映画、昨日と今日」（ポーランド商工会議所ＥＸＰＯ事務局） 

・「第６回東京フィルメックス 特集上映 生誕百年特集 映画監督 中川信夫 ～地獄のアルチザン～」（特定非

営利活動法人東京フィルメックス実行委員会） 

②「こども映画館」を実施するに当たり、昨年に引き続いて企業（株式会社ＩＭＡＧＩＣＡ）の協力により記念品の提供を

行った。 

③「松竹と映画」展の展示映像の著作権者として、映画製作者からの協力を受けた。 

④「特別企画 成瀬巳喜男シンポジウム」を実施するに当たり、製作プロダクション（株式会社アルボス、玉井正夫を記

録する会）の協力により成瀬巳喜男関連ドキュメンタリー作品の上映が可能となった。 

⑤委託販売  

 上映、展示の内容に応じ、書籍及びＤＶＤなどについて、出版社などから委託を受けて販売を行った。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

 平成１７年度は、上映企画の実施に関して、引き続き外部との連携を積極的に模索・実行した。愛知万博でポーラン

ド館を運営するポーランド商工会議所との共催となった「ポーランド映画、昨日と今日」は、年度計画にない企画だった

が、万博という貴重な機会を捉えて迅速な対応で実現にこぎつけた企画であった。また、映画祭「東京フィルメックス」との

部分共催となった中川信夫監督特集は、フィルムセンターと共催相手のパートナーシップを強化した。さらに、「特別企画 

成瀬巳喜男シンポジウム」に当たっては、完成したばかりの記録映画『成瀬巳喜男 記憶の現場』及び『キャメラマン 玉

井正夫』の上映が実現できた。フィルムセンターの豊富な映画コレクションと優れた上映施設、企画運営のノウハウを外部

にアピールしつつ、今後も各方面との共同開催を探っていきたい。このことは展示・講演会・シンポジウムについても同様で

ある。 

【見直し又は改善を要する点】 

  事業運営、広報、サービスを充実するため、企画上映及び展覧会への新聞社、企業、メセナ財団の協力や支援を得

る方策を検討したい。 
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５．その他の入館者サービス 

 

中期計画 

（１）-１ 高齢者、身体障害者等の利用にも配慮した快適な観覧環境を提供するため、各館の方針に従って展示方

法、表示、動線、施設設備の工夫、整備に努める。 

（１）-２ 入館者サービスの充実を図るため、観覧環境の整備プログラム等を策定し、計画的な整備を行う。 

（１）-３ 一般入館者を対象とする満足度調査及び専門家からの批評聴取等を定期的に実施し、調査結果を展示等

に反映させるとともに、必要なサービスの向上に努める。 

（１）-４ 展示解説の内容を充実させるとともに、見やすさにも配慮する。また、音声ガイドやハイビジョン等を活用した情

報提供を積極的に推進し、入館者に対するサービスの向上を図る。 

（２）  入館者のニーズを把握、分析し、夜間開館の実施等開館時間の弾力化や小中学生の入場料の低廉化など、

入館者へのサービスを心がけた柔軟な美術館展示活動等を行い、気軽に利用でき、親しまれる美術館となるよう努

力する。 

（３）  ミュージアムショップやレストラン等の施設を充実させるなど、入館者にとって快適な空間となるよう館内環境を工

夫する。 

 

○実  績 

１．高齢者・身体障害者のための施設整備等 （１）-１ 

① 障害者トイレ          １個所（１階１個所） 

    ② 障害者エレベータ       ２基 

    ③ 段差解消（スロープ）    １個所（正面玄関） 

    ④ 貸出用車椅子        ２台（１階） 

    ⑤ 自動ドア             １箇所（正面玄関） 

    ⑥ 大ホールの男子・女子トイレの階段壁面手摺り 

⑦ 展示室内の映像モニター鑑賞用椅子 

    ⑧「映画の広場」上映待ち来館者用椅子 

   ⑨半自動除細動器（ＡＥＤ） １台 

２．観覧環境の充実 （１）-２、（１）-４ 

    ７階展示室での映像モニターをＤＶＤ・デジタル映像に更新し、展示環境を改良整備した。 

３．夜間開館等の実施状況 （１）-３ 

（１）上映開始時間の変更等 

       引き続き、平日夜の回の上映開始時間を３０分繰り下げ、午後７時からとした。 

（２）入場料金の取組み 

①小・中学生の入場料の低廉化の一環として、展示室の小・中学生料金を無料とした。 

②展示室の学生料金を大学生料金と高校生料金に分け、高校生料金を下げることにより、料金を低廉化。 

③６５歳以上の入館者に対する観覧料金は学生料金を適用。 

④上映会観覧当日に限り、展示室観覧料は団体料金を適用。 

（３）その他の入館者サービス 
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①館内での案内情報の充実 

ア．１階受付カウンターで館内の案内情報を提供。 

イ．１階、２階、４階及び７階の来館者が利用できるフロアにパンフレット台を設置し、上映プログラムや展覧会等

のチラシを配布。 

②休憩スペースの充実 

ア．１階エントランスロビーへ移動した「映画の広場」を来館者の休憩場所としても活用した。 

イ．フィルムセンターの上映・展示等の企画情報を提供するため、７階から１階「映画の広場」に大型ディスプレイを

移設した。（※運用は来年度から実施。） 

４．アンケート調査 （１）-３ 

    ①調査期間  上映会・展覧会・講演会等アンケート調査の際に実施。 

    ②調査方法  入館者にアンケート用紙を配布し、記入後回収。 

（１）上映会 

①アンケート回収数 ２，１９０件（有効回答数１，９９１件） 

    ②アンケート結果 ・良い９０．４％（１，８００件）・普通７．７％（１５４件）・悪い１．９％（３７件） 

（２）展覧会 ※特別展示を含む 

①アンケート回収数 ２４４ 件（母集団１５，１８６件）有効回答数２３８件 

    ②アンケート結果 ・良い７８．６％（１８７件）・普通１９．３％（４６件）・悪い２．１％（５件） 

（３）講演会等・ギャラリートーク 

①アンケート回収数 ２２８ 件（母集団１，１２５件）有効回答数２０１件 

    ②アンケート結果 ・良い８２．６％（１６６件）・普通１３．９％（２８件）・悪い３．５％（７件） 

５．一般入館者等の要望の反映 （２） 

      開場前に並んでいる入館者の便宜を図るため、２階エレベータホールへ１８席の椅子及び上映会場入口へ通じる

階段部の踊り場へ椅子を設置。 

６．レストラン・ミュージアムショップの充実 （３） 

フィルムセンターでは、施設の面からミュージアムショップ等のスペース確保が難しいが、各会場入口の受付におい

て、企画上映・展示にあわせた書籍類・ＤＶＤ等のグッズの委託販売を行い、来館者へのサービスに努めた。 

平成１５年秋のレストラン撤退以降、飲食物の販売を行っていなかったが、平成１７年度から１階「映画の広場」

に自動販売機（飲料）を設置し廉価で提供することで、来館者へのサービスに努めた。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

これまで展示室及び企画上映の会場では、フィルムセンターの刊行物のみを販売していたが、引き続き一般書店では

取扱われていない映画関連図書に加え、上映・展示に則した書籍及びＤＶＤ等グッズの委託販売を行い、また、１階「映

画の広場」に自動販売機（飲料）を設置し廉価で販売したことで好評を得た。 

「ＮＦＣ所蔵外国映画選集 ドイツ・オーストリア映画名作選」の上映にあわせて、ドイツ大使館の協力を得て鑑賞者

（上映５回の鑑賞者）に記念品を進呈して来館者へのサービスに努めた。 

今後ともアンケート調査等により、来館者のニーズを把握・分析し、上映開始時間の見直しや展示室、図書室その他

の利用者に対するきめ細かいサービスを実施していきたい。 

【見直し又は改善を要する点】 
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フィルムセンターは、リピーターが多いという特性から、回数券の導入や、割引を受けられる会員制度についての要望が

寄せられている。これについても、観覧者サービスの観点と収入のバランスを考慮しつつ、今後検討していきたい。 

開かれた施設を目指し、できるだけ多くの来館者が満足できる入館者サービスを実施するには、現状の施設、人員や

経費の面で困難が伴うが、今後も入館者の要請に応えられるようきめ細かいサービスの確保、提供に努めていく。 

 


